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●今月の主な内容

スポーツは楽しいね
ぼくが誕生してから１年
になりました。
これからも応援よろしく
ね！

インディアカ

ミニボウリング

少林寺拳法

太極拳

まちのデータ（2011.10.1 現在）
人　口　　81,060（− 1 7）
　男　　　40,183（− 3 4）
　女　　　40,877（＋ 1 7）
世帯数　　32,699（＋ 3）

　（　）内は前月との比較

表紙写真：10月10日に行われたスポレクフェスタ２０１１。
午前中は、14か所の会場に分散していろいろなイベントが
行われました。シルクドーム会場では、８種類のイベント
が開催され、子どもから大人まで多くのスポーツを体験す
ることができました。　

● 平成24年度から都市計画税を児玉地域へ導入します‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２
● 本庄市人事行政の運営などの状況を公表します‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
● 11月は「ねんきん月間」です‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
● 保育園入園児童の受付を始めます‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８
● セブンハイスクールまちなか再生プロジェクトチーム始動!!‥ ‥‥‥‥‥28



新たに課税される区域
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市
で
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
、
都
市
計
画
事
業
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
、
本
庄
地
域
の

市
街
化
区
域
に
都
市
計
画
税
を
課

税
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
児
玉
地
域
で
は
、
合
併

以
前
か
ら
都
市
計
画
区
域
が
設
定

さ
れ
、
都
市
計
画
決
定
か
ら
約
40

年
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
都
市
計

画
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
合
併
に
際
し
、
新

本
庄
市
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
児
玉
地
域
に
も

都
市
計
画
税
を
導
入
す
る
こ
と
に

つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
合
併
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
児

玉
地
域
に
お
い
て
も
、
着
実
に
市

街
地
整
備
が
進
み
、
新
市
の
統
一

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
本
年
９
月
議
会
に
お
い

て
「
本
庄
市
都
市
計
画
税
条
例
」

の
改
正
を
行
い
、
平
成
24
年
度
か

ら
、
児
玉
地
域
の
用
途
地
域
内
に

土
地
、
家
屋
を
お
持
ち
の
人
に
も
、

都
市
計
画
税
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
都
市
計
画
事
業
を
計
画

的
・
継
続
的
に
進
め
る
た
め
の
主

要
な
財
源
と
し
て
活
用
す
る
と
と

も
に
、
新
市
の
一
体
性
の
確
立
と

税
の
公
平
性
の
確
保
の
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
児
玉
地
域
の
都
市
計
画
区
域
の

う
ち
用
途
地
域
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
、
こ
の
用
途
地
域
を

中
心
に
計
画
的
に
市
街
地
整
備
を

進
め
て
い
く
た
め
で
す
。

　
た
だ
し
、
工
業
専
用
地
域
（
児

玉
工
業
団
地
）
は
、
埼
玉
県
企
業

局
が
造
成
、
整
備
し
た
地
域
で
、

都
市
計
画
事
業
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
課
税
区
域
か
ら
除
外

し
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に

　
〜
平
成
24
年
度
か
ら
都
市
計
画
税
を
児
玉
地
域
の
市
街
地
へ
導
入
〜

新
た
に
課
税
さ
れ
る

　
　
　
　
　
区
域
は
？

本庄市全体図

⇩既導入区域

⇧新規導入区域

JR高崎線

JR八高線

JR上越新幹線

関越自動車道



１　住宅用地

　　土地350㎡　地目：宅地　評価額630万円
　　家屋180㎡　居宅（木造２階建）　評価額：700万円
　　・都市計画税
　　　（土課300万円＋家課700万円）×0.3%＝30,000円
　　・固定資産税
　　　（土課150万円＋家課700万円）×1.4%＝119,000円

２　工場・店舗等（商業地等）

　　土地500㎡　地目：宅地　評価額1,000万円
　　家屋300㎡　工場（鉄骨造）　評価額800万円
　　・都市計画税
　　（土課700万円＋家課800万円）×0.3%＝45,000円
　　・固定資産税
　　（土課700万円＋家課800万円）×1.4%＝210,000円

３　農地

　　土地2,900㎡　地目：畑　評価額175千円
　　・都市計画税
　　　　土課175千円×0.3%＝  500円（百円未満切捨て）
　　・固定資産税
　　　　土課175千円×1.4%＝2,400円（百円未満切捨て）

※税率は0.3％を用いて税額を計算しています。
※土地課税標準額は、軽減措置・負担調整措置が適用されるた
め評価額と異なる場合があります。
※家屋課税標準額は、原則評価額と同じになります。
※上記はモデルケースであり、実際の税額は家屋の建築年など
によって異なります。
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都
市
計
画
事
業
や
土
地
区
画
整

理
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
目
的

税
で
す
。

①
納
め
る
人
（
納
税
義
務
者
）

　
左
記
②
の
課
税
の
対
象
と
な
る

資
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
所
有
し

て
い
る
人
で
す
。

②
課
税
の
対
象
と
な
る
資
産

　
本
庄
地
域
の
市
街
化
区
域
内
及

び
児
玉
地
域
の
用
途
地
域
内
（
工

業
専
用
地
域
を
除
く
）
に
所
在
す

る
土
地
と
家
屋
で
す
。

　
な
お
、
償
却
資
産
は
課
税
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

③
税
率

　
税
率
は
０
・
３
％
で
す
。

※
た
だ
し
、
新
た
に
課
税
区
域
と

な
る
児
玉
地
域
に
つ
い
て
は
、
納

税
義
務
者
の
急
激
な
負
担
増
を
緩

和
す
る
た
め
に
、
左
記
の
税
率
に

な
り
ま
す
。

・
平
成
24
年
度　
　
　
０
・
１
％

・
平
成
25
年
度　
　
　
０
・
２
％

・
平
成
26
年
度
以
降　
０
・
３
％

④
税
額
の
計
算
方
法

　
税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

⑤
課
税
標
準
額

　

固
定
資
産
税
と
同
じ
く
、
土

地
・
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
が

課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

　
土
地
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

税
と
同
じ
よ
う
に
、
住
宅
用
地
に

対
し
て
は
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
そ
の
面
積
の
広
さ
に
よ
っ
て

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

・
小
規
模
住
宅
用
地
（
２
０
０
㎡

　
以
下
の
住
宅
用
地
）
の
課
税
標

　
準
額
…
価
格
の
１
／
３
（
固
定

　
資
産
税
は
１
／
６
）

・
一
般
住
宅
用
地
（
２
０
０
㎡
を

　
超
え
る
部
分
の
住
宅
用
地
）
の

　
課
税
標
準
額
…
価
格
の
２
／
３

　
（
固
定
資
産
税
は
１
／
３
）

※
家
屋
に
つ
い
て
の
軽
減
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
納
税
の
方
法

　
固
定
資
産
税
と
合
わ
せ
て
納
税

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
期
は
固
定
資
産
税
と
同
じ
４
期

で
、
５
月
・
７
月
・
12
月
・
翌
年

２
月
で
す
。

　
都
市
計
画
施
設
の
整
備
に
関
す

る
事
業
（
道
路
・
公
園
・
下
水
道

等
）
及
び
市
街
地
開
発
事
業
（
土

地
区
画
整
理
事
業
等
）
で
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
主
に
、
市
街
化
区

域
、
用
途
地
域
内
を
整
備
す
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
児
玉
地
域
で
は
、
都
市
計
画
道

路
「
環
状
１
号
線
」
、
下
水
道
事

業
、
児
玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業

等
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

○
導
入
の
経
緯
に
関
す
る
こ
と

　
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

○
税
に
関
す
る
こ
と

　
課
税
課
☎
�
１
１
２
１

○
都
市
計
画
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
６

都
市
計
画
税
と
は

都
市
計
画
事
業
と
は

都市計画税の課税モデルケース
土課：土地課税標準額
家課：家屋課税標準額

▲公共下水道工事

▲都市計画道路

▲児玉南土地区画
整理事業地内
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手当名 支給内容等

扶養手当

○配偶者　　　　　　　　　　　    　13,000円
○配偶者以外の扶養親族（１人につき） 6,500円
 （配偶者なしの場合、その内１人まで    11,000円）
※満16歳から満22歳までの子（１人につき） 5,000円加算

住居手当 ○借家・貸間（最高限度額）           27,000円
○持家                                           3,500円

通勤手当
○交通機関利用：運賃相当額（限度額55,000円）
○交通用具利用（自動車等）：２㎞以上から、
　距離に応じて支給

特殊勤務
手当

○４種類（清掃作業等業務手当、防疫業務手当、
　行旅死亡人等処理業務手当、防災業務手当）
　１件又は１日につき、それぞれ条例に定める額

期末・
勤勉手当

○期末手当  ６月期：1.25月分  12月期：1.35月分
○勤勉手当  ６月期：0.70月分  12月期：0.65月分

退職手当

　　　　   　（自己都合）　（勧奨・定年）
勤続２０年　　23.50月分　　　30.55月分
勤続２５年　　33.50月分　　　41.34月分
勤続３５年　　47.50月分　　　59.28月分
最高限度額　　59.28月分　　　59.28月分

　⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

  （平成22年４月１日現在）

　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成22年度の市職員の採用・退職・給与・勤務時間その
他の勤務条件・研修などの状況について、次のとおり公表します。なお、詳しい情報は市ホームページをご
覧ください。※特に記述のないものは、平成22年４月１日現在の状況です。　  ★行政管理課☎�１１６０

（注）１　給料については、市長10％、副市長5％を、期末手当について
　　　　　は、市長20％、副市長10％の減額措置を行っています。給料の
　　　　　 欄の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び     
                支給率に基づき、１期（４年＝48月）勤めた場合における退    
               職手当の見込額です。
　　　３　類似団体とは「類似団体別職員数の状況」（総務省調べ）にお     
                いて、本庄市と人口規模、産業構造が類似している団体を指    
               しています。

（注）１　育児休業は、３歳に満たない子を養育するため、子が３歳に
　　　　　達するまでの期間を限度として服務に従事しないことを可能と
　　　　　 する制度で、育児休業をしている期間の給与は支給されません。
　　　２　部分休業は、小学校就学前の子を養育するため、子が小学校    
                就学の始期に達するまでの期間を限度として１日の勤務時間の    
                  うち２時間を超えない範囲について服務に従事しないことを可能と
                する制度で、部分休業をした期間の給与は減額されます。

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午から午後１時

平成22年 平成21年 対前年度増減
平均取得日数 8.10日 8.82日 −0.72日

病気休暇 介護休暇 組合休暇
22人 0人 0人

休業の種類 育児休業 部分休業
休業者の内訳 うち新規 うち新規
取得者合計 15 人 5 人 4 人 3 人

うち女性 15 人 5 人 4 人 3 人
うち男性 ０人 ０人 ０人 ０人

区分 種類 内　　容 該当者

分限
処分

降任
免職

○勤務成績が良くない場合
○心身の故障のため、職務の遂行に支
　障があり、又はこれに堪えない場合
○上記のほか、その職に必要な適格
　性を欠く場合
○廃職又は過員を生じた場合

なし

休職
○心身の故障のため、長期の療養を
　有する場合
○刑事事件に関し起訴された場合

２人

懲戒
処分

戒告
減給
停職
免職

○地方公務員法等又はこれに基づく
　条例、規則、規程に違反した場合
○職務上の義務に違反し、又は義務
　を怠った場合
○全体の奉仕者たるにふさわしくな
　い非行があった場合

なし

　⑺　特別職の報酬等の状況（平成22年度）

⑹　職員手当の状況 ３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

５　職員の分限及び懲戒処分の状況

６　公平委員会の業務の状況

　⑷　育児休業などの取得状況（平成22年度）

　　⑴　勤務時間の概要（標準的なもの）

　　⑵　年次有給休暇の取得状況（各年１月１日から12月31日まで）

　⑶　病気休暇・介護休暇及び組合休暇の取得状況
                                                               （平成22年度）

４　職員の研修の状況

（注）退職手当の支給率は、埼玉県市町村総合事務組合の市町村職員退
　　　職手当条例によるものです。

区　　分 件　数

勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件
不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件

区　　分 コース数 延べ人数
児玉郡市広域市町村圏組合研修 12 コース 164 人
自治人材開発センター研修 10 コース 21 人
埼玉県総合技術センター研修 ９コース 15 人
全国建設研修センター研修 １コース １人
市町村アカデミー研修 １コース １人

合　計 33 コース 202 人

区　分
給料月額等

本庄市 （参考）類似団体における
最高 / 最低額

市 長 801,000円
（890,000円）

992,000円
/500,000円

副 市 長 718,200円
（756,000円）

804,000円
/395,000円

報
酬

議 長 425,000円 690,000円
/359,800円

副 議 長 374,000円 620,000円
/295,000円

議 　 員 353,000円 560,000円
/267,600円

期
末
手
当

（平成22年度支給割合）
市 長 3.9月分（20％減額あり）
副 市 長 3.9月分（10％減額あり）
議 長 3.9月分
副 議 長 3.9月分
議 員 3.9月分

退
職
手
当

市 長

（算定方式）
890,000円×48月×0.35×1.15

（１期の手当額）
17,194,800円

（支給時期）
任期毎

副 市 長

（算定方式）
756,000円×48月×0.21×1.15

（１期の手当額）
8,763,552円

（支給時期）
任期毎

給
料

本庄市人事行政の運営などの状況を公表します本庄市人事行政の運営などの状況を公表します
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（注）職員数は、教育長を含む一般職に属する職員数です。

（注）１　人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済     
                費、非常勤特別職の職員に対する報酬、社会保険料等をい     
                います。
　　　２　普通会計とは、一般会計、特別会計等の各会計で経理する     
                事業の範囲が各自治体で異なっているため、統一的な基    
                準で整理して比較できるようにした統計上の会計区分をい    
                います。

（注）１　この表では、普通会計決算統計の給与費とは異なり、常勤    
 　　　　 の一般職の職員に支給する給料及び職員手当（退職手当を    
                除く。）の実支給額を表しています。
　　　２　職員数は、平成22年４月１日現在の、教育長を除いた普通   
                会計に属する一般職の人数です。　

国の指定統計調査である地方公務員給与実態調査等に
おいて、職種を区分する際に用いられるもので、企業
職、技能労務職、教育職等を除いた職員をいいます。

（注）１　本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職　
　　　　　名です。 

区分

部門

職　員　数 対前年
増減数

主な増減
理由平成21年 平成22年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 7人 6人 −1人

（増員理由）
・組織・機構の改    
   革に伴う事務事   
   業の移管

（減員の理由）
・議員定数の減に
　伴う業務減
・組織・機構の改   
   革に伴う事務事 
   業の移管
・業務の一部民間
   委託
・事務の統廃合縮
   小
・組織・機構の改
   革に伴う事務事   
   業の統合・縮小

総 務 127人 122人 −5人

税 務 48人 47人 −1人

民 生 108人 106人 −2人

衛 生 34人 28人 −6人

労 働 2人 2人 0人

農林水産 18人 16人 −2人

商 工 5人 5人 0人

土 木 61人 65人 4人

計 410人 397人 −13人

教育部門 65人 63人 −2人

消防部門 — — —

小　計 475人 460人 −15人

会
計
部
門   

公
営
企
業
等

水 道 17人 16人 −1人 （増員理由）
・業務増

（減員理由）
・組織・機構の改
　革 に 伴 う 事 務
　事業の統合

下水 道 14人 14人 0人

その 他 34人 35人 1人

小 計 65人 65人 0人

合　　計 540 人 525 人 −15人

事務職 技術職 技能
労務職 合計

定年退職 5（0）人 0（0）人 0（0）人 5（0）人

勧奨退職 7（5）人 4（2）人 0（0）人 11（7）人

自己都合退職 0（0）人 0（0）人 0（0）人 0（0）人

その他（死亡、
免職、失職） 0（0）人 0（0）人 0（0）人 0（0）人

計 12（5）人 4（2）人 0（0）人 16（7）人

職　種 男性 女性 合計

事務職 12 人 １人 13 人

技術職

土木 １人 ０人 １人

建築 １人 ０人 １人

保健師 0 人 1 人 １人

栄養士 0 人 1 人 １人

計 14 人 ３人 17 人

住民基本台帳人口
（平成22年度末）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（B/A）

人
78,844

千円
25,957,823

千円
2,054,830

千円
4,039,756

％
15.6

職員数
（Ａ）

給与費 １人当た
り給与費
（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人
463

千円
1,760,811

千円
203,879

千円
631,160

千円
2,595,850

千円
5,607

区　分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額

一般行政職（※） 44.1歳 342,635 円 380,253 円

区　分 初任給

一般行政職（※）
大学卒 178,800 円
高校卒 149,800 円

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 部長・局長・参事 11人 2.8％
６級 課長・副参事 41人 10.5％
５級 課長補佐・主幹 65人 16.6％
４級 係長・主査 155人 39.4％
３級 主任・主事・技師 79人 20.5％
２級 主事・技師 27人 6.9％
１級 主事補・技師補 13人 3.3％

　⑶　部門別職員数の状況と主な増減理由

　⑵　退職の状況（平成22年度）

　⑴　採用の状況（平成22年度） 　⑴　人件費の状況（平成22年度　普通会計決算）

　⑵　職員給与費の状況（平成22年度　普通会計決算）

　⑷　初任給の状況

　⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況  （各年４月１日現在）

  （平成22年４月１日現在）

  （平成22年４月１日現在）

  （平成22年４月１日現在）

１　職員の任免及び職員数に関する状況 ２　職員の給与の状況

　⑸　一般行政職（※）の級別職員数の状況

※（ ）内は、女性の数で内書きとなっています。

用語の説明
（※）一般行政職とは

本庄市人事行政の運営などの状況を公表します本庄市人事行政の運営などの状況を公表します
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楽しいイ
ベント盛りだくさん！

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加
入
者

の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と
い
い
、

保
険
料
の
納
め
方
に
よ
り
次
の
３

つ
の
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

　

自
分
は
第
何
号
被
保
険
者
な
の

か
知
っ
て
お
き
、
被
保
険
者
の
種

類
が
変
わ
る
と
き
は
、
必
ず
届
け

出
ま
し
ょ
う
。

「
第
１
号
被
保
険
者
」

　

自
営
業
者
な
ど
と
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
・
学
生
な
ど
（
加
入
時
に

は
市
役
所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
、

保
険
料
は
自
分
で
納
付
し
ま
す
。）

「
第
２
号
被
保
険
者
」

　

会
社
員
・
公
務
員
な
ど
（
加
入

の
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
、
保

険
料
は
給
料
な
ど
か
ら
差
し
引
か

れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保

険
料
を
別
に
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
）

「
第
３
号
被
保
険
者
」

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
加
入
の
手
続
き

は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で
行
い
、

保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
が
負
担
し
ま
す
。）

　

最
低
25
年
以
上
の
受
給
資
格
期

間
が
必
要
で
す
。
受
給
資
格
期
間

に
は
次
の
よ
う
な
期
間
が
含
ま
れ

ま
す
。　
　

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た

　

期
間

②
第
２
号
被
保
険
者
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間

④
保
険
料
の
免
除
期
間
や
若
年
者

　

納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付
特

　

例
期
間

⑤
加
入
が
任
意
だ
っ
た
た
め
加
入

　

し
な
か
っ
た
期
間（
カ
ラ
期
間
）

※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
月

で
も
、
残
額
の
保
険
料
を
納
め
な

い
月
は
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

60
歳
に
達
し
た
時
の
納
付
期
間

な
ど
の
合
計
が
、
25
年
（
３
０
０

月
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
次
の

よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

<

高
齢
任
意
加
入>

　

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
任
意
加
入

し
て
、
年
金
受
給
権
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
で
も
受
給
権
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
65
歳

か
ら
70
歳
ま
で
の
間
、
特
例
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
こ
の
特
例

の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

任
意
加
入
は
、
実
際
に
申
し
込

み
を
し
た
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
は

受
け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

年
金
の
額
を
増
や
す
に
は
、
次

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

<

付
加
年
金>

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
と
併
せ
て
付

加
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
付
加
年
金
の
受
給
金
額
は
、

付
加
年
金
を
納
め
た
月
数
×
２
０

０
円
で
す
の
で
、
給
付
率
が
高
く

た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

国民年金は、老後の経済的支えになるだけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家の働き手
が亡くなった時など、あなたやあなたの家族を守る保険としての役割もあります。加入の届出漏れや保険料の
納め忘れがあると、年金が受けられないこともありますので、「あのときに・・・」と後悔する前に、国民年
金に加入しましょう。今月は老齢基礎年金と障害基礎年金についてお知らせしますので参考にしてください。

〜 11月は「ねんきん月間」です〜

国 民 年 金 き ほ ん の き

知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
基
礎
知
識

老
齢
基
礎
年
金
を

　
　
　
受
け
る
た
め
に
は
…

受
給
資
格
期
間
が

　
　
　
足
り
な
い
時
は
…

年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

　９月30日までに国民年金保険料の納付を
した人には、日本年金機構から「社会保険
料控除証明書」が11月中旬に送付されま
す。また、10月１日以降にはじめて納付し
た人には来年２月初旬に送付されます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」についてのお問い合わせは、
控除証明専用ダイヤル
☎０５７０－０７０－１１７
（ＩＰ電話の場合は）
☎０３－６７００－１１３０
※平成24年３月15日㈭までの月〜金曜日
(祝･年末年始を除く)、午前９時から午後
５時まで

年末調整や確定申告には

「社会保険料控除証明書」が必要です
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老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て
65
歳
で
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
人
が
、
65
歳

に
な
る
前
に
請
求
す
れ
ば
、
そ
の

時
の
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
、「
繰
り
上
げ
支
給
」

と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
点

に
注
意
し
て
請
求
は
慎
重
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
額
は
請
求
時
期
に
応
じ
て

　

減
額
さ
れ
、
支
給
率
は
生
涯
変

　

わ
り
ま
せ
ん
。

②
請
求
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支
給

　

と
な
り
ま
す
。（
遡
っ
て
支
給

　

さ
れ
ま
せ
ん
）

③
65
歳
ま
で
は
遺
族
厚
生
年
金
と

　

同
時
に
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
請
求
後
、
障
害
の
状
態
に
な
っ

　

て
も
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

　

れ
ま
せ
ん
。

⑤
請
求
後
、
夫
が
死
亡
し
て
も
、

　

寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑥
請
求
後
、
受
給
す
る
前
に
死
亡

　

し
て
も
遺
族
が
寡
婦
年
金
や
死

　

亡
一
時
金
な
ど
の
給
付
を
受
け

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
、
請

　

求
の
取
り
消
し
、
変
更
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
66
歳
以
降
に
請
求
す
る
、

「
繰
り
下
げ
支
給
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ

て
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金

加
入
中
の
病
気
や
け
が
で
日
常
生

活
に
著
し
い
障
害
が
残
っ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。　
　

　

障
害
基
礎
年
金
は
次
の
３
つ
の

条
件
が
そ
ろ
え
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

　

け
が
の
初
診
日
に
お
い
て
、
国

　

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
と

　

き
、
又
は
国
民
年
金
の
被
保
険 

　

者
で
あ
っ
た
人
が
日
本
国
内
に

　

住
所
を
有
し
、
60
歳
以
上
65
歳

　

未
満
で
あ
る
と
き
。（
老
齢
基

　

礎
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求
し
た

　

場
合
や
、
請
求
後
、
障
害
の
状

　

態
に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金

　

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

②
障
害
の
程
度
が
障
害
認
定
日

　
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
ケ
月
を

　

経
過
し
た
日
）
に
お
い
て
、
国

　

民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
定
め

　

る
程
度
（
一
級
・
二
級
）
で
あ

　

る
こ
と
。

③
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

　

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

　

保
険
料
納
付
期
間
と
保
険
料
免

　

除
期
間
等
を
合
算
し
た
期
間
が

　

３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

又
は
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前

　

々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料

　

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　

障
害
認
定
日
に
お
い
て
、
障
害

の
程
度
が
軽
く
、
障
害
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
障
害
の
程
度
に
該

当
し
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
後
障

害
が
重
く
な
り
、
65
歳
に
達
す
る

前
に
１
級
又
は
２
級
の
障
害
の
程

度
に
該
当
し
た
場
合
は
、
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
請
求
が

あ
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
前
（
国
民
年
金
の
被
保
険

者
に
な
る
前
）
に
初
診
日
が
あ
る

場
合
に
は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き

（
障
害
認
定
日
が
20
歳
以
後
の
と

き
は
障
害
認
定
日
）
に
障
害
等
級

の
１
級
又
は
２
級
に
該
当
す
る
障

害
の
状
態
に
な
っ
て
い
れ
ば
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
受
給
者
本
人
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
全
額
又
は
半
額

の
支
給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

１
級　
　

９
８
６
、
１
０
０
円

　

２
級　
　

７
８
８
、
９
０
０
円

　

障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
書

の
提
出
先
は
、
市
役
所
１
階
の
市

民
課
年
金
保
険
係
で
す
。
た
だ
し
、

初
診
日
が
第
３
号
被
保
険
者
（
配

偶
者
の
扶
養
）
期
間
中
に
あ
る
場

合
は
、
年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま

す
。

　

裁
定
請
求
に
必
要
な
書
類
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号

　

通
知
書

②
医
師
の
診
断
書

③
病
歴
・
就
労
申
立
書

④
受
給
状
況
等
証
明
書

⑤
所
得
証
明
書
（
20
歳
以
前
に
初

　

診
日
が
あ
る
場
合
）

⑥
生
計
を
維
持
し
て
い
る
子
が
あ

　

る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
明
ら

　

か
に
で
き
る
書
類

⑦
１
級
・
２
級
の
障
害
の
状
態
に

　

あ
る
20
歳
未
満
の
子
が
あ
る
と

　

き
は
、
診
断
書

⑧
そ
の
他

・
共
済
加
入
期
間
が
あ
る
人
は
、

　

年
金
加
入
期
間
確
認
通
知
書

・
療
育
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
そ
の

　

写
し

障
害
基
礎
年
金
と
は

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る

　
　
　
　
障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
の
額
（
23
年
度
）

支
給
時
期
は
選
択
で
き
る
…
！！

繰
り
上
げ
支
給
と
繰
り
下
げ
支
給

事
後
重
症
制
度

裁
定
請
求
の
手
続
き
は
…

障
害
年
金
を
受
け
る
条
件

　日本年金機構では、国民年金保険料の納付のご案内について民
間委託を実施しています。
　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、保険料納付の確認が
できない期間がある場合、左記の委託事業者より電話・文書等に
より納付のご案内をさせていただく場合があります。
◎委託業者名（平成23年11月現在）
㈱アイヴィジット　☎０１２０－３３５－２５０

　わからないことがあったら、気軽に下
記までお問い合わせください。
★市民課年金保険係☎�１１１４
★市民福祉課市民係☎�１３３１（内線
　３３３）
★熊谷年金事務所☎０４８－５２２－５
　１５８

保険料の納付案内を委託していますお気軽にお問い合わせを！



保育園（所）名称
定員

（人）
所在地 電話

市立いずみ保育所 90 小島 5-5-45 �4891

市立藤田保育所 60 牧西30 �2886

市立久美塚保育所 90 児玉町児玉2351-1 �4386

市立金屋保育所 90 児玉町金屋1173 �1238

市立秋平保育所 60 児玉町秋山2527-1 �1167

市立共和保育所 60 児玉町蛭川885 �0104

旭保育園 90 駅南1-5-20 �3398

本庄保育園 150 小島1-5-18 �3913

こざくら保育園 200 栄3-6-34 �5812

若草保育園 90 仁手669-4 �5001

梅花保育園 90 見福1-2-7 �4474

日の出保育園 100 沼和田1020 �5263

みどり保育園 90 寿3-10-30 �5957

聖徳本庄保育園 60 栄2-10-14 �4365

小島南保育園 70 小島南3-1-5 �5543

北泉保育園 120 西五十子620-1 �2572

たんぽぽ保育園 60 今井1328 �9890

ほほえみ子どもの国保育園 35 緑2-15-5 �1018

児玉保育園 170 児玉町児玉2448-1 �0186

西光保育園 70 児玉町塩谷85-1 �5147

西光第二保育園 60 児玉町吉田林447-6 �5473

保育園（所）一覧表
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入
園
申
し
込
み
の
際
は
、
必
ず

希
望
す
る
保
育
園
を
見
学
し
た
う

え
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
入
園
資
格
】

　

保
育
園
の
入
園
資
格
は
、
児
童

の
保
護
者
及
び
同
居
の
親
族
が
、

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
児

童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
す
。

①
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い

　

る
場
合

②
昼
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
、
日

　

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
（
内
職

　

を
含
む
）
を
し
て
い
る
場
合

③
母
親
が
妊
娠
中
、
又
は
出
産
後

　

で
保
育
で
き
な
い
場
合
（
産
前
、

　

産
後
２
か
月
ま
で
の
期
間
）

④
病
気
・
心
身
障
害
な
ど
に
よ
り

　

保
育
で
き
な
い
場
合

⑤
家
庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人

　

や
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
看

　

護
を
す
る
た
め
保
育
で
き
な
い

　

場
合

⑥
火
災
そ
の
他
の
災
害
復
旧
の
た

　

め
保
育
で
き
な
い
場
合

⑦
①
～
⑥
に
類
す
る
状
態
で
あ
る

　

と
市
長
が
認
め
た
場
合

【
受
付
期
間
】

　

11
月
15
日
㈫
～
12
月
15
日
㈭

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
受
付
窓
口
】

○
子
育
て
支
援
課（
市
役
所
１
階
）

　

☎
�
１
１
２
８

○
市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
１
階
）

　

☎
�
１
３
３
１
（
内
線
３
１
６
）

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
受
付
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
入
園
の
決
定
】

　

入
園
の
決
定
は
、
２
月
中
旬
か

ら
３
月
上
旬
に
通
知
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
入
園
の
判
定
は
、
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て
は
、
定

員
等
の
関
係
で
希
望
す
る
保
育
園

に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
第
２
、
第
３
希
望
の
保
育
園

も
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
保
育
料
の
決
定
】

　

保
育
料
は
、
前
年
分
の
所
得
税
、

又
は
前
年
度
市
民
税
額
で
決
ま
り

ま
す
。
入
園
申
し
込
み
後
、
準
備

が
で
き
ま
し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
次

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

・
平
成
23
年
分
所
得
税
額
が
分
か

　

る
書
類（
源
泉
徴
収
票
の
コ
ピ
ー

　

又
は
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
）

※
保
育
料
は
３
月
下
旬
に
決
定
し
、

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
書
類
が
未

提
出
の
場
合
、
保
育
料
の
算
定
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
定
期
間
、

最
高
額
の
保
育
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
本

　

庄
市
に
転
入
し
た
人

　

所
得
税
が
非
課
税
の
人
は
、
平
成

23
年
度
の
住
民
税
額
が
分
か
る
書

類
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

23
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

住
民
税
担
当
課
で
所
得･

課
税
証

明
書
等
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
通
常
保
育
以
外
の
事
業
】

　

各
保
育
園(

所)

で
は
、
入
園
以

外
に
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
事
業
に
つ
い
て
は
、

保
育
園(

所)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
一
時
預
か
り
事
業

　

急
用
等
で
一
時
的
に
子
ど
も
を

保
育
し
て
ほ
し
い
場
合
な
ど
に
利

用
で
き
ま
す
。（
い
ず
み
保
育
所
、

久
美
塚
保
育
所
、
梅
花
保
育
園
、

北
泉
保
育
園
、
児
玉
保
育
園
、
西

光
保
育
園
、
西
光
第
二
保
育
園
で

実
施
）

■
特
定
保
育
事
業

　

パ
ー
ト
等
で
決
ま
っ
た
日
時
の

み
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。
（
ほ
ほ
え
み
子
ど

も
の
国
保
育
園
で
実
施
）

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

就
園
前
の
親
子
を
対
象
に
育
児

相
談
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
い
ず
み
保
育
所
、
こ
ざ

く
ら
保
育
園
、
北
泉
保
育
園
、
児

玉
保
育
園
、西
光
保
育
園
で
実
施
）

■
病
後
児
保
育
事
業

　

病
気
の
回
復
期
の
児
童
で
、
集

団
保
育
が
困
難
な
場
合
、
保
育
所

に
付
設
さ
れ
た
専
用
の
保
育
室
で

一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。（
い
ず

み
保
育
所
で
実
施
）

■
家
庭
保
育
室

　

入
所
希
望
者
は
、
直
接
家
庭
保

育
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
加
川
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
（
日
の
出

　

４
―
３
―
４
☎
�
０
５
８
６
）

平
成
24
年
度

保
育
園
入
園
児
童
の

　
　
　
　
　

受
付
を
始
め
ま
す
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次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
家

庭
を
、
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
次
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

申
請
し
、
認
定
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
子
ど
も
手
当
】

　

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
人

【
児
童
扶
養
手
当
】

　

父
又
は
母
親
が
い
な
い
子
ど
も

や
父
又
は
母
親
に
一
定
の
障
害
が

あ
る
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

一
定
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０
、

　

市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
１

　
（
内
線
３
１
６
）　

　

親
や
養
育
者
が
、
子
ど
も
の
心

や
体
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長

や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
「
し

つ
け
」
と
思
っ
て
い
る
行
為
で
も
、

現
実
に
子
ど
も
の
心
や
体
が
傷
つ

く
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待

で
す
。
親
の
立
場
よ
り
も
、
子
ど

も
の
立
場
で
判
断
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
具
体
的
に
は
次
の
４
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、

　

体
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

○
性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強
要

　

し
た
り
、
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に

　

す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

子
ど
も
の
心
を

　

傷
つ
け
る
よ
う
な
ひ
ど
い
こ
と

　

を
言
っ
た
り
、
無
視
、
き
ょ
う

　

だ
い
間
の
差
別
、
子
ど
も
の
目

く
く
、
し
か
も
虐
待
す
る
の
が
親

で
あ
る
た
め
に
、
子
ど
も
は
逃
げ

た
り
、
自
ら
救
い
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
が
困
難
で
す
。「
も
し
か

し
て
、
虐
待
？
」
と
思
っ
た
時
は
、

迷
わ
ず
右
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
誰
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
か
な
ど
、

個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

～
子
育
て
中
の
人
へ
～

・
ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ
い

　

か
わ
か
ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る

・
子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
聞
か
ず

　

に
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・
つ
い
子
ど
も
を
た
た
い
た
り
、

　

怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
悩
み
を
ひ

と
り
で
抱
え
こ
ま
ず
相
談
窓
口
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

～
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
～

・
挨
拶
や
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し

　

な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０

の
前
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
）
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護

　

の
怠
慢
・
拒
否
）　

　

食
事
を
与
え
な
い
、

　

ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま

　

に
す
る
、
病
気
や
ケ

　

ガ
を
し
て
も
病
院
に

　

連
れ
て
行
か
な
い
、

　

乳
幼
児
だ
け
残
し
て

　

外
出
す
る
な
ど

　

虐
待
は
家
庭
の
中
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
た
め
発
見
さ
れ
に

　

県
で
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が

中
学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、
就
学

支
度
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
下
記
の

受
付
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子

家
庭
の
お
父
さ
ん
、
又
は
父
母
の

い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
平
成
24
年
４
月
に
中
学
校
へ

就
学
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
生
活

保
護
受
給
世
帯
は
除
く
）

【
支
給
額
】

　

１
０
、０
０
０
円

【
受
付
期
限
】

　

12
月
28
日
㈬

【
申
請
方
法
】

　

振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳
を
持

参
の
う
え
、
子
育
て
支
援
課
又
は

市
民
福
祉
課
へ

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０
、

　

市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
１

　
（
内
線
３
１
６
）

ご相談はこちらへ！
◎家庭児童相談室（子育て
　支援課内）☎�1129
◎熊谷児童相談所
　☎048-521-4152
◎埼玉県休日夜間児童虐待
　通報ダイヤル
　☎048-779-1154

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学

　
　
　

支
度
金
支
給
制
度
の
ご
案
内

～
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
～

　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
児
童
虐
待

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
福
祉
制
度

　
　

申
請
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

児
童
虐
待
と
は

み
ん
な
で
防
ぐ

　
　
　
　
児
童
虐
待

守るのは　気づいたあなたの　その勇気
（平成23年度　児童虐待防止月間標語）

明るくのびのびと…



職　種 日　程 時　間 会　場 対象地区 問い合わせ先

農　業

11月30日㈬ 午前10時〜正午 市役所２階
職員厚生室 本庄市

本庄税務署
個人課税部門
☎�２１１４

（ダイヤルイン）

12月１日㈭ 午前10時〜正午 美里町役場２階
会議室 美里町

12月２日㈮ 午後２時〜４時 上里町役場４階
大会議室

上里町
神川町

営業・不動産
11月30日㈬ 午後１時30分〜３時

30分
本庄商工会議所
２階第１会議室

本庄市
（本庄地域）

12月１日㈭ 午後１時30分〜３時
30分

児玉商工会館
２階会議室注

本庄市
（児玉地域）

※対象地区以外の会場もご利用いただけます。
注児玉商工会館会場は、駐車場が狭いため車でのご来場はご遠慮ください。

日　程 時　間 会　場 問い合わせ先

11月21日㈪
午前10時〜正午

中央公民館
実習室Ａ・Ｂ

本庄税務署
法人課税部門
☎�２１１２

（ダイヤルイン）

午後２時〜４時

11月22日㈫
午前10時〜正午

午後２時〜４時

★課税課☎�１１２３
　市では、12月19日㈪から市税の申告等の一
部について、eLTAXが利用できるようにな
ります。
◎eLTAXとは
　地方税ポータルシステムの呼称で、地方税
における手続きを、インターネットを利用し
て電子的に行うシステムです。これを利用し
て、自宅やオフィスから直接地方税の申告や
届出を行うことができます。

※eLTAXをご利用いただくには、電子証明書・利用者ID・対応ソフトウェア等を事前に準備する必要があり
ます。事前準備や利用方法について、詳しくはeLTAXホームページ（http://www.eltax.jp/）をご覧くださ
い。

＊eLTAXホームページの内容に関するお問い合わせは、
　㈳地方税電子化協議会ヘルプデスク☎0570-081459（全国均一料金)、☎03-5765-7234へ

■利用可能な税目

市・県民税
・給与支払報告書の提出
・特別徴収に係る届出

法人市民税
・確定・中間・予定・修正申告書の提出
・法人の設立・異動の届出

固定資産税 ・償却資産申告書の提出

　社会を支える税について、こ
の機会に考えてみてはいかがで
しょうか。
★本庄税務署総務課☎�２１１
　１（自動音声案内２）
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任
期
満
了
に
伴
う
本
庄
市
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
を
行
い
ま

す
。
こ
の
選
挙
で
は
、
第
１
選
挙

区
（
本
庄
地
域
）
か
ら
17
人
、
第

２
選
挙
区
（
児
玉
地
域
）
か
ら
13

人
の
委
員
を
選
び
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る

委
員
と
選
任
に
よ
る
委
員
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
農
地

の
適
正
利
用
と
保
全
な
ど
に
つ
い

て
協
議
・
決
定
す
る
任
務
を
持
ち
、

任
期
は
３
年
で
す
。

《
選
挙
日
等
》

告　

示　

１
月
15
日
㈰　

投
票
日　

１
月
22
日
㈰

《
立
候
補
予
定
者
説
明
会
》

日
時　

12
月
７
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
～

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

※
第
１
・
２
選
挙
区
合
同
で
す
。

★
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
�

　

１
１
８
７

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

青色申告決算説明会・年末調整説明会を開催

eLTAX（エルタックス）による申告等の受付を開始します

●11月11日㈮〜17日㈭
税を考える週間

「税の役割と税務署の仕事」

●青色申告決算説明会

●年末調整説明会



★体育課☎�１１５２
　市では、体育施設を年間（定期的に）利用する団体を募集します。年間登録をした団体は、利用予約の優先
などを受けることができます。
利用期間　平成24年４月〜平成25年３月
登録資格　市内在住・在勤・在学者で構成する10人以上の団体で、監督者として成人２人以上が含まれ、年間
　　　　　を通して活動する団体
申　　込　11月30日㈬までに登録用紙（受付場所で配布）を提出のうえ、平成24年１月に開催予定の団体登録
　　　　　調整会議に出席してください。

受　付　場　所 利　用　施　設

シルクドーム
☎�１１５２

シルクドーム、市民球場※、本庄総合公園多目的
グラウンド、市民体育館、武道館、若泉グラウン
ド及びテニスコート※、北泉テニスコート、河川
敷グラウンド（山王堂・下仁手）、本庄地域の各
小中学校の体育館（本庄東中学校・本庄南中学校
の武道場）及びグラウンドの一部※

エコーピア
☎�３８１５

エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、児玉
総合運動公園グラウンド※、共栄公園テニスコート※、
児玉地域の各小中学校の体育館（児玉中学校の武道場）
及びグラウンドの一部※

※印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます。

11 平成23年11月１日号

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
イ
キ
イ

キ
展
。

　

各
消
費
者
団
体
や
市
の
関
係
各

課
に
よ
る
展
示
や
試
食
、
新
鮮
野

菜
の
販
売
な
ど
、
く
ら
し
に
役
立

つ
情
報
が
満
載
で
す
。

　

ま
た
、
当
日
会
場
で
イ
キ
イ
キ

展
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ

い
た
人
に
「
悪
質
商
法
に
だ
ま
さ

れ
な
い
！！
２
０
１
２
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。（
先
着
２
０
０

人
）

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

午
後
３
時

※
試
食
は
午
前
11
時
か
ら
開
始
。

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

会
場　

市
役
所
正
面
玄
関
脇
テ
ン

　

ト
内
容

○
お
か
ら
入
り
つ
み
っ
こ
の
試
食

　
（
本
庄
市
く
ら
し
の
会
）

○
ミ
ニ
お
に
ぎ
り
の
試
食
～
お
好

　

み
の
塩
で
～

　
（
本
庄
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
）

○
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　
（
環
境
推
進
課
）

○
パ
ネ
ル
展
示
～
環
境
に
や
さ
し

　

い
農
業
～

　
（
農
政
課
）

○
新
鮮
野
菜
の
即
売

　
（
本
庄
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）

○
パ
ネ
ル
展
示
～
な
ん
で
払
う

　

の
！？
不
当
請
求
と
架
空
請
求
～

　
（
商
工
課
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

　

食
肉
処
理
の
現
場
で
検
査
を
担

当
し
て
い
る
獣
医
師
が
「
肉
の
安

全
確
保
・
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
取
り
組

み
と
、
食
肉
・
食
鳥
肉
に
よ
る
食

中
毒
を
防
ぐ
」
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
３
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
～
２
時
30
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
～
）

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

講
師　

斉
藤　

守
弘　

氏
（
埼
玉

　

県
食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
精

　

密
検
査
担
当
部
長
、
獣
医
学
博

　

士
）

テ
ー
マ　
『
獣
医
師
が
語
る
「
食

　

肉
物
語
」
～
肉
に
よ
る
食
中
毒

　

を
防
ぐ
に
は
～
』

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

平
成
23
年
度
本
庄
市
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
生
活
展
を
開
催

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

〜平成24年度体育施設利用団体年間登録の受付を開始します〜



★企画課☎�１１５７
　市では、地域経済の活性化や財源の確保等を目的に有料広告事業を実施しています。市ホームページや公用
封筒に掲載する有料広告（ホームページはバナー広告）を次のとおり募集します。

◎市ホームページ
　月平均アクセス数　約40,000件です。
募集期間　11月18日㈮まで（必着）
※締め切り後も空きがあれば受け付けます。
広告の規格等
①掲載位置　トップページ最下段
②募集枠数　２枠
③サイズ　上下50ピクセル・左右150ピクセル
④形式　ＧＩＦ形式で静止画
⑤データ容量　８ＫＢ以下
⑥広告料　月額20,000円
⑦掲載期間　12月１日以降月単位（最長４か月）

◎角形２号公用封筒（主に市役所の各課から市民、
　関係機関等への文書送付用）
募集期間　11月18日㈮まで（必着）
広告の規格等
①掲載位置　封筒裏面
②募集枠数　６枠
③枠の大きさ　おおむね縦60㎜×横100㎜
④刷色　単色（黒）
⑤印刷枚数　30,000枚
⑥広告料　１枠当たり30,000円
⑦掲載期間　印刷後、市が使用を終えるまでの期間
　で、平成24年１月ごろから約１年間

申込　次の書類を郵送又は直接企画課（市役所３階）へ提出
　　　①有料広告掲載申込書（企画課で配布又は市ホームページからダウンロードしたもの）　②広告の原稿
　　　③納税証明書（申込者が市外の場合）　④業務内容等がわかる書類（パンフレット等）
郵送先　〒３６７―８５０１　本庄市本庄３―５―３　　本庄市役所企画課
注意事項　・内容によっては掲載できない場合があります。
　　　　　・応募多数の場合は抽選等により掲載を決定します。
※詳しくは、「本庄市有料広告事業取扱要綱」及び「本庄市ホームページ広告掲載基準」をご覧ください。（企
画課及び市ホームページで閲覧できます。）
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毎
月
３
２
、
０
０
０
部
発
行
の
広
報
ほ

ん
じ
ょ
う
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

広
告
媒
体　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
（
毎
月
１

　

日
発
行
）

募
集
期
間　

11
月
18
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報
す
て
ー

　

し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
（
今
月

　

号
は
19
、
20
ペ
ー
ジ
で
す
。）

②
募
集
枠
数　

２
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　

３
０
、
０
０
０
円
（
３
号
分
）

⑥
掲
載
期
間　

平
成
24
年
１
月
～
３
月
号

　
（
３
号
分
）

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直
接
企
画

　

課
（
市
役
所
３
階
）
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画
課
で
配

　

布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿

③
業
務
内
容
等
が
わ
か
る
書
類
（
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
等
）

④
納
税
証
明
書（
申
込
者
が
市
外
の
場
合
）

郵
送
先　

〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　

本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に
よ
り
掲

　

載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広
告
事
業

取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
広

告
掲
載
基
準
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
企

画
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。）

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

　

平
成
23
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、

９
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

２
億
３
２
３
万
７
千
円
を
追
加
し
、
２
５

４
億
５
、６
６
６
万
２
千
円
と
す
る
『
平

成
23
年
度
本
庄
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）』、
児
玉
地
域
の
一
部
を
新
た

に
都
市
計
画
税
の
賦
課
区
域
と
す
る
た
め

の
『
本
庄
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
』
な
ど
29
議
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
条
例
の
一
部
改
正
及
び

補
正
予
算
な
ど
18
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
、
決
算
認
定
関
係
11
議

案
を
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
と
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

平
成
23
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会

市ホームページ・公用封筒に広告を掲載しませんか
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空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
に
あ
わ
せ
て
、
平
成

23
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

防
火
標
語
（
平
成
23
年
度
全
国
統

　

一
防
火
標
語
）

『
消
し
た
は
ず

　
　
決
め
つ
け
な
い
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
一
度
』

期
間　

11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

重
点
目
標

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

　

止
対
策
の
推
進

○
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

○
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

　

た
取
組
の
推
進

○
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

　

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た
か
？

　

平
成
20
年
６
月
よ
り
本
庄
市
・

児
玉
郡
内
の
全
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
も
、
早
め
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

※
設
置
基
準
の
詳
細
は
、
児
玉
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ( http://w
w

w
.kodam

akouiki.jp/

）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

消
火
器
等
の
悪
質
な
訪
問
販
売·

点
検
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!　 　

　

本
庄
市
・
児
玉
郡
管
内
で
消
防

職
員
を
か
た
っ
て
一
般
家
庭
に
訪

れ
、
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
販
売
、
点
検
を
行
う
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
消
防
署
で
は
消
火
器
等
の
販
売

　

及
び
あ
っ
旋
は
一
切
し
て
い
ま

　

せ
ん
。

○
消
防
署
で
は
一
般
家
庭
に
消
火

　

器
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す

　

が
、
設
置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

○
一
般
家
庭
で
は
薬
剤
の
詰
め
替

　

え
義
務
や
使
用
期
限
の
制
限
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
！

○
身
分
証
明
書
の
掲
示
を
求
め
る
。

○
安
易
に
申
し
込
み
や
購
入
を
し

　

な
い
で
、
そ
の
場
で
は
っ
き
り

　

断
る
。

○
預
か
り
書
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

　

書
面
に
も
サ
イ
ン
し
な
い
。

○
脅
迫
的
な
行
動
が
あ
っ
た
と
き

　

は
警
察
に
通
報
す
る
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　

課
☎
�
４
６
５
４

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
り

ま
し
た
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、

新
井
行
雄
氏
＝
西
富
田
＝
、
新
井

民
藏
氏
＝
児
玉
町
小
平
＝
、
門
倉

英
幸
氏
＝
四
方
田
＝
が
再
任
さ
れ
、

退
任
し
た
佐
々
木
義
弘
氏
に
代
わ

り
山
口
明
氏
＝
日
の
出
＝
が
、
芦

澤
惠
子
氏
に
代
わ
り
桂
田
晴
美
氏

＝
栗
崎
＝
が
、
中
里
光
夫
氏
に
代

わ
り
今
井
菊
雄
氏
＝
児
玉
町
元
田

＝
が
新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

本庄市戦没者追悼式
　先の戦争において亡くなられ
た市内出身１,３７０余柱の冥福
を祈る戦没者追悼式が10月７日、
市民文化会館で挙行されました。
　追悼式では、ご遺族をはじめ
関係者による追悼の言葉、献花
など戦没者に哀悼と敬意の意を
ささげ、恒久平和への祈念を行
いました。

人
権
擁
護
委
員
に
各
氏

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
実
施
し
ま
す

人権擁護委員
新井 行雄 氏

人権擁護委員
門倉 英幸 氏

人権擁護委員
桂田 晴美 氏

人権擁護委員
新井 民藏 氏

人権擁護委員
山口 明 氏

人権擁護委員
今井 菊雄 氏



 

◎放射線量測定結果（県）
（測定日：９月28日）

学校名 測定値 (μSv/h）
５㎝ 50㎝ １ｍ

中央小 0.119 0.107 0.107
いずみ保育所 0.050 0.055 0.052
児玉桜井幼稚園 0.085 0.085 0.082
金屋小 0.053 0.053 0.052

◎放射線量測定結果（市）
（測定日：10月17日）

学校名 測定値 (μSv/h）
５㎝ 50㎝ １ｍ

本庄東小 0.061 0.061 0.065
本庄西小 0.112 0.102 0.123
藤田小 0.127 0.106 0.103
仁手小 0.116 0.088 0.103
旭小 0.105 0.113 0.079
北泉小 0.042 0.045 0.041
本庄南小 0.098 0.108 0.104
中央小 0.086 0.129 0.101
児玉小 0.086 0.054 0.058
金屋小 0.058 0.051 0.052
秋平小 0.070 0.075 0.072
本泉小 0.070 0.074 0.069
共和小 0.058 0.048 0.052
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―市内の空間放射線量測定結果―
　市では、６月13日から市内13か所（すべての小学校の校庭）で放射線量の測定を行っています。これに加
えて、市立小中学校の各所で測定を実施しました。
＜市の測定＞
◎市立小中学校で97か所を新たに測定しました
　10月５日から17日までの間、市立小中学校17校の各所（入口、雨どい下、側溝、花壇など97か所）の空間
放射線量の測定を行いました。測定の結果、各学校の空間放射線量の最高値は0.072～0.182μSv/hでした。
※各学校の測定箇所・測定結果は、市ホームページ又は自治防災課でご覧いただけます。
◎小学校校庭の測定結果
　今回の測定結果は、0.041～0.129μSv/h（マイクロシーベルト／時間）でした。なお、測定値には自然か
ら受ける放射線量が含まれています。測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を受けることがあるため、あ
くまでも参考の数値となります。
測定機器　富士電機製 Nhc7　シンチレーションサーベイメータ（エ
　ネルギー補償型γ線測定用）
測定頻度　２週間に１回程度
※公園等での測定を開始することに伴い、測定回数を２週間に１回程
度に変更します。
測定者　本庄市職員
＜県の測定＞
　県内を６キロメートル四方の
90のメッシュで区分し、各メッ
シュごとに測定箇所（116か所）
を設けました。
測定機器　市と同じ
測定頻度　月２回程度
測定者　環境管理事務所職員

 
★自治防災課☎�１１８４

― 農 畜 産 物 等 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果 ―
　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施しています。
○平成23年埼玉県産茶の放射性物質の測定調査を実施しました。その結果、本庄市内の４製造者の取り扱っ
　ている５銘柄について暫定規制値を超えた放射性セシウムが検出されました。埼玉県では、暫定規制値を
　超えた製品の製造者に対し、当該製品の回収及び販売中止を要請しました｡（採取日９月20日～10月７日・
　判明日10月19日）
○市内で採取した原木シイタケ（採取日10月13～17日）の放射性セシウムは2.6Bq/kgで暫定規制値の500
　Bq/kgを下回っていました。また、ネギ（採取日10月11日）、ナス（採取日10月11日）、ブロッコリー
　(採取日10月18日)、レタス（採取日10月18日）、牛肉（採取日10月14日）、本庄市を含む５市町からの原
　乳（採取日10月19日）いずれも放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした｡（判明日10月13～20日）
  ★農政課☎�１１７７

国民健康保険からの大切なお知らせ
　高額な医療費を負担し高額療養費に該当する人には、通常、診療月の３～４か月後にお知らせを郵送してい
ますが、事務処理の都合上、お知らせ時期及び振り込み時期に遅れが生じています。
　被保険者のみなさんには、大変ご迷惑をおかけいたします。不都合の解消に向け最大限の努力をしておりま
すので、ご理解の程よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★保険課☎�１１１６

◇◆東日本大震災に関するお知らせ◆◇
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あて先

〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎�1155・蕭�8499　※締め切りは11月15日㈫必着です。

11 月生まれのみんな

★ 12 月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

　
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
間
正
シ
ヅ
さ
ん
（
明
治
44
年

９
月
５
日
生
ま
れ
）
を
吉
田
市
長

が
訪
問
し
、
お
祝
い
の
「
寿
状
」

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
申
し
込

み
は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
�
１
１

５
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

なでしこ会（着物着付）
日時　毎週火曜日
　　　午後７時～９時
会場　本庄南公民館
費用　月会費3,000円
問い合わせ　木村☎�２０５７

銀の星カラオケクラブ
日時　月３回木曜日
　　　午前９時30分～正午
会場　仁手公民館
対象　市内在住者
費用　月会費2,000円
問い合わせ　松㟢☎�０７１８

　８月13日、秋田市で行われた平成23年度全国高等学校総
合体育大会（第60回全国高等学校柔道大会）の女子個人
70kg級で、児玉高等学校３年生の新井千鶴さんがトーナ
メント戦を勝ち抜き、見事優勝しました。おめでとうござ
います。

祝
　
百
歳

平成 23 年度　全国高等学校総合体育大会

柔道女子個人 70㎏ 級で優勝！！

児玉高等学校　新井　千鶴 さん

▲ 長島武志校長先生
（写真右から１番目 )
と顧問の柏又洋邦先
生（写真左から１番
目）といっしょに、
優勝報告のため来庁

（９／ 28）

間正 シヅ さん
（東富田）

牧
ま き の

野 佑
ゆ う と

飛ちゃん ( 前原１丁目 )
< 平成 22 年生まれ >

福
ふ く だ

田 真
ま お

央ちゃん ( 小島１丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

お誕生日おめで
とう♡これから
も、頼もしく、
すくすく、育っ
てね！　　　　
　

おめでとう！！真
央の笑顔は家族
みんなの宝物♡
元気に大きくな
あれ　　　　　
　

坂
さかもと

本 梨
り あ

愛ちゃん ( 児玉町児玉 )
< 平成 21 年生まれ >

髙
たかはし

橋 宗
そうすけ

祐ちゃん ( 駅南１丁目 )
< 平成 22 年生まれ >

２歳おめでとう♡
これからも元気！
元気に！優しい
女の子になって
ね♡　　　　　
　

歩くこともおしゃ
べりも何でも早
くてまわりを驚
かせてくれるね。
ホントに１歳？
おめでとう！！　
　

神
かみおか

岡 夕
ゆ い

結ちゃん ( 日の出１丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

飯
いいじま

島 にこりちゃん ( 児玉町児玉 )
< 平成 22 年生まれ >

いつもみんなを
笑顔にしてくれ
る夕結。パパと
ママの宝物だよ♡

いつもニッコリ
笑顔のステキな
女性になってネ♡
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　今年も埼玉ひびきの農協児玉地区なす部会（代表＝海北昌
宏さん）から、児玉地域の小・中学校５校の学校給食とし
て、なすが提供されました。
　７月15日に夏野菜カレー、９月２日にマーボーなす、９月
12日になすのミートスパゲティ、10月５日にいなかうどん
汁の食材として調理されました。

　　　学校給食に地元産の
　　　　取れたてなすが届きました！

　

▲10/５の給食
  「いなかうどん汁」

▲玉入れ（シルクドーム、市民カメラ
マン仁科和十さん撮影）

▲こども体操体験教室（北泉
小学校体育館）

▲キンボール体験（中央公民館）

▲金屋小学校のみんな

9/24 仁手小学校運動会

10/8 藤田保育所運動会

10/10 スポレクフェスタ2011

　10月17日、大学生の若い感性や専門知
識を活

い

かして中山間地域を支援する「ふ
るさと支援隊」による稲刈りが行われま
した。
　当日は、メンバーである大正大学の学
生47人が、児玉町東小平地区のみなさん
と一緒に昔ながらの手作業での稲刈りを
行いました。

高窓の里でふるさと支援隊
による稲刈りが行われました
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埼
玉
県
景
観
計
画
の
変
更
に
関

す
る
公
聴
会
（
説
明
会
）
を
開

催
　

埼
玉
県
が
作
成
す
る
埼
玉
県
景

観
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
意
見
を
お
聴
き
す

る
た
め
、
公
聴
会
（
説
明
会
）
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容　
「
埼
玉
県
景
観
計
画
」
の

　

変
更

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
埼
玉
県
景
観
計
画
と
は

　

建
築
物
、
工
作
物
、
物
件
の
堆

積
に
つ
い
て
、
使
用
で
き
る
色
彩

の
基
準
・
面
積
及
び
物
件
の
堆
積

高
さ
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
一
定
規
模
以
上
の
行
為
を
行

う
場
合
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
届

出
が
必
要
で
す
。

◇
公
聴
会
の
定
義　

　

景
観
法
第
９
条
第
８
項
に
よ
り

準
用
さ
れ
る
景
観
法
第
９
条
第
１

項
に
基
づ
く
公
聴
会
等

◇
変
更
の
目
的　

　

埼
玉
県
で
は
、
本
年
９
月
か
ら

「
圏
央
道
以
北
地
域
の
産
業
地
誘

導
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
の

運
用
を
開
始
し
、
圏
央
道
以
北
地

域
の
産
業
地
誘
導
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
産
業
地
誘
導
に
伴
う

乱
開
発
を
抑
止
し
、
地
域
の
環
境

と
産
業
地
誘
導
の
調
和
を
図
る
た

め
埼
玉
県
景
観
計
画
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

★
埼
玉
県
田
園
都
市
づ
く
り
課
☎

　

０
４
８
―
８
３
０
―
５
３
６
７

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー『
お

い
し
い　
本
庄
の
水
』
が
で
き

ま
し
た

　

本
庄
地
域
の
通
水
開
始
か
ら
50

年
、
児
玉
地
域
の
通
水
開
始
か
ら

80
年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
安

全
で
お
い
し
い
本
庄
の
水
を
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

都
島
浄
水
場
で
く
み
上
げ
た
深
井

戸
水
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
製
造
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

１
本
（
５
０
０
ml
）

　

１
０
０
円

販
売
場
所　

水
道
庁
舎
窓
口
、
児

　

玉
総
合
支
所
水
道
窓
口

★
水
道
課
☎
�
２
１
５
１

「
介
護
者
教
室
」
を
開
催

　

介
護
の
知
識
や
介
護
方
法
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
介
護

者
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
し

　

て
い
る
家
族
又
は
介
護
に
関
心

　

の
あ
る
人

定
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
８
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
介
護
い
き
が
い
課
へ

※
参
加
し
た
い
回
を
指
定
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７

▲都島浄水場

日　時 内　容 場　所

第１回　11月30日㈬
午後１時30分〜３時

「認知症を抱える方と
の接し方」

児玉デイサー
ビスセンター

第２回　12月14日㈬
午後１時30分〜３時

「知っておきたい高齢
者の健康管理と薬」 中央公民館

第３回　平成24年
１月19日㈭
午後１時30分〜３時

「安全で楽な介護方法
を学ぶ」

特別養護老人
ホーム安誠園

お
知
ら
せ

「本庄の水」ペットボトルウォーターができました

　今年は上水道が利用できるようになって旧本庄
市では50年、旧児玉町では80年の節目の年です。
市ではこの節目を記念し、安全でおいしい水道水
をPRするため、都島浄水場でくみあげた深井戸水
のペットボトルウォーターを約１万本製造しました。
　このペットボトルは11月３日の本庄まつりとこ
だま秋まつりの会場において市民のみなさんにお
披露目し、１本100円で販売を開始します。その
後も水道庁舎窓口と児玉総合支所水道窓口、各種
イベントで販売する予定です。
　ふだん何気なく使っている水道ですが、これは
近代社会の象徴とも言うべき公共財であり、市民
生活になくてはならないものです。
　本庄市は地理的条件に由来する、２つの異なっ
た水道の歴史を持っています。
　昭和初期、旧児玉町から『上水道布設許可稟

りん

請
書』が国に提出されました。それによれば古来よ
り旧児玉町は「水利の天恵に乏し」く、社会が進

展する中このままでは衛生面や防災面で大変な支
障をきたすので、「挙町一致」で水道布設の許可
と補助金の下付を願い出る旨が記されています。
　一方、旧本庄市は古くから「若泉の庄」の名の
如く自然の水利に恵まれていました。しかし、我
が国が高度成長期にさしかかる時代になると、地
下水の汚れや飲料水の不足といった課題が発生。
昭和30年代に水源を地下水とした水道布設事業が
始まっております。
　それぞれ先人の努力によって布設され維持されて
きた２つの水道事業も、合併後統合し、今日も市民
のみなさんへ安全な水の安定供給につとめています。
なお福島第一原発事故以降、定期的に放射性物質の
検査も行っていますが、当初から検出されていません。
　今回PRするペットボトルウォーターは、地下
約100メートルからのおいしい水です。多くのみ
なさんにご賞味またお使いいただき、本庄の２つ
の水道事業の歴史に思いをはせてくださればと存
じます。

　　　　　　　　　　　　   本庄市長



※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・12月５日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・12月５日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
16日㈮〜21日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合

からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付[納期限：11月30日㈬]
・国民健康保険税　５期　　　・下水道負担金　３期
・介護保険料　５期　・後期高齢者医療保険料　５期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　11月７日㈪・12月５日㈪　午後５時15分〜７時
場所   ・市役所１階　　収納課☎�１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　 ☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

キャ
ンドルナイト2011 絆キャ
ンドルナイト2011 絆

～光り
輝くこだまにひとつだけの夜～～光り
輝くこだまにひとつだけの夜～

18

「
児
玉
地
域
人
権
と
文
化
の
つ

ど
い
」
を
開
催

日
時　

11
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
～

　

午
後
３
時

会
場　

セ
ル
デ
ィ

内
容

○
展
示
・
販
売　

保
育
所
・
隣
保

　

館
・
集
会
所
の
作
品
展
示
、
社

　

会
福
祉
施
設
に
よ
る
販
売
な
ど

○
舞
台
発
表　

本
庄
市
・
児
玉
郡

　

内
集
会
所
、
隣
保
館
、
保
育
所

○
講
演
会

講
師　

平
山　

仁　

氏
（
岩
手
県

　

大
船
渡
中
学
校
体
育
館
避
難
所

　

責
任
者
）　

演
題　

東
日
本
大
震
災
「
避
難
所

　

の
実
態
と
課
題
」

○
人
権
落
語　

講
師　

桂　

福
車　

氏
（
上
方
落

　

語
協
会
幹
事
）

演
題　
「
差
別
っ
て
何
や
ね
ん
！

　

～
ひ
と
の
心
の
奥
底
に
あ
る
も

　

の
～
」

○
お
楽
し
み
抽
選
会

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
人
権
推
進
課
☎
�
１
１
５
９

自
殺
予
防
の
講
演
会
を
開
催

　

埼
玉
県
内
で
は
平
成
19
年
以
降
、

毎
年
１
、
５
０
０
人
以
上
の
尊
い

命
が
自
殺
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
防
げ
る
死
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

こ
こ
ろ
の
健
康
や
自
殺
予
防
に
つ

い
て
の
関
心
を
高
め
、
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
自
殺
予
防

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈯

　

受
付　

午
後
１
時
30
分

　

講
演　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　

セ
ル
デ
ィ

講
師　

諸
富　

祥
彦　

氏
（
明
治

　

大
学
教
授
、
教
育
学
博
士
、
臨

　

床
心
理
士
）

演
題　
「
心
の
健
康
を
上
手
に
保

　

つ
コ
ツ
」

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
健
康
推
進
課
☎
�
２
０
０
３

ハ
ー
ト
　
ハ
ー
ト　
精
神
福
祉

講
座
を
開
催

日
時　

11
月
19
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

会
場　

神
川
町
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
神
川
町
植
竹
９
０
０
―
１
）

講
師　

行
實　

志
都
子　

先
生   

　
（
文
京
学
院
大
学
準
教
授
）

演
題　
「
傷
つ
い
た
心
に
ど
う
寄

　

り
添
う
か
？
」

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
事
務
局
☎
�

　

９
３
０
０

調
停
手
続
相
談
会
を
開
催

　　

調
停
で
身
近
な
問
題
を
解
決
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

午
後
４
時

会
場　

八
木
橋
６
階
カ
ト
レ
ア
教

　

室
ル
ー
ム
１

相
談
担
当
者　

調
停
委
員
（
弁
護

　

士
１
名
）・
民
事
調
停
委
員
・

　

家
事
調
停
委
員
の
５
人

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
調
停
協
会
連
合
会
☎
０
９

　

０
―
５
５
８
７
―
３
１
１
０

年
末
融
資
相
談
会（
一
日
公
庫
）

の
ご
案
内

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と
共
催

で
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
18
日
㈮　

午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

内
容　
「
こ
く
き
ん
」
融
資
制
度

　

の
案
内
、
融
資
の
申
し
込
み
、

　

資
金
繰
り
相
談
、
設
備
投
資
計

　

画
の
立
案
等

融
資
利
率
（
固
定
金
利
）

・
運
転
資
金　

１
・
４
５
％
～

・
設
備
資
金　

１
・
０
５
％
～

※
借
入
に
あ
た
っ
て
、
信
用
保
証

料
、
事
務
手
数
料
は
不
要
で
す
。

費
用　

無
料

用
意　

確
定
申
告
書
、
決
算
書
２

　

期
分
、
借
入
明
細
等
（
予
約
時

　

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
�
５
２
４

　

１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊

　

谷
支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
☎

　

０
４
８
―
５
２
１
―
２
７
３
１

to

　廃油を使ったキャンドルによるイベントを行います。　
ぜひご参加ください。
日時　11月19日㈯　午後５時〜８時30分
会場　美里町遺跡の森総合公園
※ボランティアを募集しています。
＊お問い合わせは㈳こだま青年会議所　
　☎�３１６１へ



　

催

し

19 平成23年11月１日号

『
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
（
Ｇ
Ｈ
Ｗ
の
会
）』
講
演

会
を
開
催 

日
時　

11
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

５
時（
受
付　

午
後
１
時
40
分
）

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
Ⅰ

講
師　

内
藤　

い
づ
み　

氏
（
在

　

宅
ホ
ス
ピ
ス
医
・
ふ
じ
内
科
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

演
題　
『
尊
厳
あ
る
生
き
方
と
は
？

　

自
分
で
考
え
・
選
び
・
愛
す
る
』

　

～
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
で
学
ん
だ
こ

　

と
～

内
容　

元
気
な
時
か
ら
「
限
ら
れ

　

た
い
の
ち
の
貴
さ
」
を
自
覚
し
、

　

今
を
生
き
る
勇
気
と
覚
悟
に
繋

　

げ
る
智ち

え慧
を
ホ
ス
ピ
ス
医
に
学

　

ぶ
対
象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
・

　

在
勤
・
在
学
者

定
員　

１
０
０
人
（
多
数
の
場
合

　

抽
選
）

費
用　

無
料

申
込　

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
住

　

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

　

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

又
は
電
話
で
左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５
・

　

蕭
�
７
４
６
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
相
談
会
の
開
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
や
会
計
処

理
、
税
務
問
題
な
ど
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
新
規

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
作
り
社
会
貢
献

を
し
た
い
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活

動
な
ど
を
支
援
す
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
㈫　

午
前
10
時
～

　

午
後
３
時

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
支
援
相
談

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
支
援
相
談

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
税
務
・
会
計
処
理
相
談

《
①
〜
③
共
通
》

対
象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
法
人
、
企
業
、
市
内
在
住
者

※
相
談
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

費
用　

無
料

申
込　

11
月
８
日
㈫
か
ら
電
話
で

　

左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５
、

　

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

本
庄
事
務
所
☎
�
１
１
１
０

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い

◎「
お
好
み
焼
き
」
を
作
ろ
う

日
時　

11
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～

会
場　

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

　

角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き

　

用
タ
オ
ル

申
込　

11
月
12
日
㈯
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

◎
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会

①
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
会
場

日
時　

12
月
３
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

正
午

対
象　

幼
児
（
２
歳
以
上
）・
小

　

学
生

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
徒
歩
か

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
会
場

日
時　

12
月
３
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

正
午
（
午
前
11
時
30
分
受
付
終

　

了
）

対
象　

幼
児
・
小
学
生

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

《
①
②
共
通
》

費
用　

無
料

用
意　

は
し
、
お
わ
ん
（
割
れ
に

　

く
い
も
の
）

申
込　

11
月
19
日
㈯
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
又
は
直
接
各
児
童
セ
ン

　

タ
ー
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０
、
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
４
２
０

本
庄
特
別
支
援
学
校
「
ハ
ー

ト
ま
つ
り
」（
学
習
発
表
会
）

を
開
催

　

本
庄
特
別
支
援
学
校
で
は
、
日

頃
の
学
習
成
果
等
を
発
表
す
る「
ハ
ー

ト
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

遊
び
の
広
場
や
本
校
児
童
生
徒
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
あ
り
ま
す
。

「
ハ
ー
ト
ま
つ
り
」
で
、
ぜ
ひ
楽

し
い
一
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
２
時
30
分　

内
容

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
作
品
展
示（
午

　

前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
）

・
バ
ザ
ー
（
午
前
10
時
～
午
後
２

　

時
）

・
遊
び
の
広
場
（
午
前
９
時
30
分
～

　

正
午
）

★
本
庄
特
別
支
援
学
校
☎
�
３
７

　

４
７

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉



ス
ポ
ー
ツ

20

「
第
29
回
本
庄
市
児
玉
郡
合

唱
祭
」
を
開
催

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
21
団
体

が
す
て
き
な
合
唱
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈰　

午
後
０
時

　

30
分
～
４
時
30
分

会
場　

市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庄
市
児

　

玉
郡
合
唱
祭
実
行
委
員
会
・
小

　

浦
方
（
☎
�
２
２
１
０
）
へ

「
第
９
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ

ル
メ
王
決
定
戦
＆
埼
玉
県
物
産

観
光
展
」
を
開
催
〜
本
庄
市
は

『
つ
み
っ
こ
』
が
出
場
！
〜

　

県
内
各
地
域
自
慢
の
ご
当
地
グ

ル
メ
が
、
市
制
施
行
40
周
年
を
迎

え
る
北
本
市
に
大
集
合
。
あ
な
た

の
１
票
で
「
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ

ル
メ
王
」
が
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
物
産
展
で
は
、
豊

か
な
自
然
と
伝
統
技
術
に
育
ま
れ

た
優
良
県
産
品
や
、
ま
だ
知
ら
な

い
埼
玉
の
魅
力
が
体
感
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

午
後
３
時
30
分

会
場　

北
本
総
合
公
園
（
高
崎
線 

   

北
本
駅
か
ら
徒
歩
25
分
）

※
駐
車
場
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
４

「
エ
コ
」
に
貢
献
す
る
個
人
・

団
体
・
企
業
を
募
集
〜
「
第
 

回
さ
い
た
ま
環
境
賞
」〜

　

埼
玉
県
で
は
、
環
境
保
全
に
関

す
る
意
識
の
醸
成
及
び
行
動
の
促

進
を
図
る
た
め
、
個
人
、
県
民
団

体
及
び
事
業
者
の
他
の
模
範
と
な

る
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。
受
賞
者
は
知
事
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
す
。

募
集
部
門

①
県
民
部
門

・
県
内
で
活
動
す
る
県
民
団
体

・
県
内
在
住
者
（
要
推
薦
）

※
環
境
保
全
や
環
境
学
習
等
の
活

　

動
が
対
象
で
す
。

②
事
業
者
部
門

・
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業

　

者
※
環
境
に
関
す
る
社
会
貢
献
活
動

な
ど
が
対
象
で
す
。

募
集
期
間　

11
月
18
日
㈮
ま
で

＊
応
募
に
は
活
動
年
数
な
ど
、
一    

   

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　

く
か
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
☎
０
４

　

８
―
８
３
０
―
３
０
３
８

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の

生
徒
を
募
集

　

防
衛
省
で
は
次
の
と
お
り
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
等
学
校
卒
業
資
格
を
修
得
し
、

最
年
少
の
特
別
職
国
家
公
務
員
と

な
り
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

現
在
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

　

子
で
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

　

込
み
含
む
）

①
一
般
採
用
試
験

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成

　

24
年
１
月
６
日
㈮

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

①
推
薦
採
用
試
験

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
12
月

　

16
日
㈮

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
７
日
㈯
～

　

９
日
㈷
ま
で
の
間
の
指
定
す
る 

   
１
日

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
日　

11
月
26
日
㈯

会
場　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

　

校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

内
容　

教
育
の
概
要
説
明
、
施
設

　

見
学
、
昼
食
体
験
等

※
中
学
１
・
２
年
生
も
参
加
可
能
。

＊
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―
５

　

２
２
―
４
８
５
５

本
庄
市
体
育
指
導
委
員
主
催「
秋

の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者

を
募
集

　

隠
れ
た
名
所
・
庚
申
山
の
周
辺

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。
中
央
広

場
か
ら
池
の
水
辺
を
散
策
し
、
森

林
浴
も
楽
し
め
ま
す
。

日
程　

11
月
26
日
㈯

集
合
時
間　

午
前
９
時

集
合
場
所　

シ
ル
ク
ド
ー
ム
駐
車

　

場
※
シ
ル
ク
ド
ー
ム
駐
車
場
か
ら
各

自
の
車
で
、
藤
岡
市
・
庚
申
山
総

合
公
園
の
駐
車
場
に
到
着
後
、
中

央
広
場
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
か
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
開
始
。

コ
ー
ス　

庚
申
山
周
辺
ハ
イ
キ
ン

　

グ
コ
ー
ス
（
藤
岡
市
・
庚
申
山

　

総
合
公
園
内
）

用
意　

ハ
イ
キ
ン
グ
で
き
る
靴
、

　

リ
ュ
ッ
ク
、
軍
手
、
昼
食
、
飲

　

料
、
雨
が
っ
ぱ
、
着
替
え
用
衣

　

類
等

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

　

在
勤
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込　

11
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

募

集
13



公

民

館

21 平成23年11月１日号

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

◆
12
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、 

午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
12

月
13
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。
な
お
、

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
肩
こ
り
・
腰
痛
解
消
体
操
教
室

〜
冬
の
体
操
教
室
〜

　

ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
た
ど
な
た
に

も
で
き
る
簡
単
な
体
操
で
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈮
・
12
月
２
日

　

㈮　

全
２
回　

午
前
10
時
～
11

　
時
30
分　

講
師　

栗
田　

美
紀　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲

　

み
物
、
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
又
は

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
込　

11
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
り
講
習
会

日
時　

12
月
５
日
㈪･

12
日
㈪　

　

全
２
回　

午
前
９
時
～
正
午

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

申
込　

11
月
17
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
�
８
８
５
１

◆
初
心
者
写
真
教
室

　

写
真
撮
影
を
初
歩
か
ら
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
19
日
か
ら
12
月
10
日

　

の
毎
週
土
曜
日
（
12
月
３
日
を

　

除
く
）　

全
３
回　

午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分

講
師　

根
岸　

久　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
又
は
フ
ィ

　

ル
ム
カ
メ
ラ
等

申
込　

11
月
９
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
絵
手
紙
教
室

　

絵
手
紙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
15
日
か
ら
29
日
ま
で

　

の
毎
週
火
曜
日　

全
３
回　

午

　

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　

須
藤　

義
雄　

先
生
（
絵

　

手
紙
作
家
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

８
０
０
円

用
意　

す
ず
り
、
書
道
用
細
筆
、

　

タ
オ
ル
、
白
小
皿
（
10
㎝
く
ら

　

い
の
丸
い
陶
器
）

申
込　

11
月
７
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
月
釜
茶
会

　

お
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
13
日
㈰　

午
後
１
時
～

　

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

本
庄
公
民
館
☎
�
７
３
８
３

◆
木
版
画
教
室

　

木
版
画
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作

り
年
賀
は
が
き
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

２
日
間
（
26
日
は
午
後
１
時
～

　

４
時
30
分
、
27
日
は
午
前
９
時
～

　

11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時

　

30
分
と
な
り
ま
す
。）

場
所　

中
央
公
民
館

講
師　

中
澤　

康
人　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

彫
刻
刀
セ
ッ
ト
、
水
彩
絵

　

の
具
セ
ッ
ト
、
水
入
れ
、
小
皿
、

　

版
画
作
成
の
た
め
の
「
は
が
き

　

大
の
下
絵
」

申
込　

11
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
（
中
央
公
民
館

　

内
）
へ

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
ク
ラ
ブ
発
表
会
「
展
示
の
部
」

日
時　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰　

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時（
20

　
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

展
示　

編
み
物
、
絵
手
紙
、
ち
ぎ

　

り
絵
、
書
道
、
し
し
ゅ
う
、
盆

　

栽
、
写
真
、
華
道
、
茶
道
、
籐

　

細
工

※
休
憩
コ
ー
ナ
ー
に
お
茶
・
お
菓

子
が
あ
る
ほ
か
お
楽
し
み
ク
ジ
も

あ
り
ま
す
。

◆
餃
子
作
り
教
室

　

ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
い
餃
子
の

作
り
方
を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

11
月
24
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

講
師　

門
倉　

章
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
マ
ス

　

ク
申
込　

11
月
11
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
男
の
そ
ば
打
ち
教
室

　

年
越
し
そ
ば
を
打
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
１
日
目
は
２
人
で
、
２
日

目
は
１
人
で
そ
ば
を
打
ち
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈰
・
12
月
４
日

　

㈰　

全
２
回　

午
前
10
時
～
午

　

後
１
時

講
師　

吉
田　

浩　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
楽
し
い
歌
唱
教
室
（
Ⅱ
）

　

指
揮
者
の
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
童

謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
な
ど
昔
懐
か

し
い
歌
を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い

ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
18
日
㈮
・
25
日
㈮　

　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
講
師　

小
浦
方　

美
知
枝　

先
生

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
づ
く
り

教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
華
や
か
に
彩
る

リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

講
師　

佐
々
木　

朱
美　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
る
ハ
サ

　

ミ
申
込　

11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ



22

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
着
物
着
付
け
教
室

　

着
物
着
付
け
の
い
ろ
は
を
学
べ

ま
す
。
初
め
て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

11
月
22
日
か
ら
12
月
20
日

　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

　

午
後
７
時
～
９
時

講
師　

木
村　

幸
子　

先
生
（
山

　

野
流
着
物
着
付
師
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

長
襦じ

ゅ
ば
ん袢
、
ひ
も
３
本
、
伊

　

達
締
め
２
本
、
筆
記
用
具

申
込　

11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
い
し
い
紅
茶
の
淹い

れ
方
教
室

　

ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
し
た
紅
茶
の
淹

れ
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

12
月
７
日
㈬　

午
前
10
時
～

　

正
午

講
師　

新
井　

和
美
、
上
野　

昌

　

美　

先
生
（
紅
茶
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　

タ
ー
）

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、  

０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
正
月
お
せ
ち
料
理
教
室

　

季
節
の
材
料
を
使
っ
て
、
蓮
根

ま
ん
じ
ゅ
う
、
焼
き
ね
ぎ
の
南
蛮

づ
け
、
鮭
の
海
苔
ロ
ー
ル
な
ど
の

お
せ
ち
料
理
を
作
り
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
㈮　

午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
１
時

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
持
ち
帰
り
容
器
、
筆
記

　

用
具

申
込　

11
月
28
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館
☎
�
２
３
３
２

◆
み
そ
漬
け
教
室

　

無
添
加
で
お
い
し
く
、
家
庭
で

簡
単
に
で
き
る
み
そ
漬
け
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
30
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

講
師　

中
沢　

弘
子　

先
生

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル

申
込　

11
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

※
材
料
だ
け
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
着
物
着
付
け
教
室

　

和
服
で
お
正
月
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
も
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
24
日
㈭
・
12
月
１
日

　

㈭　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～

　

３
時
30
分

講
師　

早
野　

代
志
子　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

ウ
ー
ル
の
着
物
、
名
古
屋

　

帯
、
長
襦じ

ゅ
ば
ん袢
、
肌
襦
袢
、
裾
よ

　

け
、
足
袋
、
帯
板
、
帯
揚
、
帯

　

締
め
、
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト
、
衿

　

芯
、
伊
達
締
め
（
２
本
）、
ひ

　

も
（
５
本
）

申
込　

11
月
９
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館
☎
�
３
５
３
８

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
曲
に
合
わ
せ
て
、

優
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
22
日
㈫
・
29
日
㈫　

　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
講
師　

川
口　

明
美　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ

　

ル
、
飲
物

申
込　

11
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
料
理
教
室
（
お
正
月
料
理
）

　

年
末
で
疲
れ
気
味
の
そ
ん
な
あ

な
た
を
い
や
し
て
く
れ
る
お
料
理

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
15
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　

拭
き
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

11
月
21
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０

◆
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
や
正
月
飾
り

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で

　

の
毎
週
木
曜
日　

全
４
回　

午

　

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　

千
田　

麗
子　

先
生

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
の

　

り
申
込　

11
月
14
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館 

☎
�
０
３
３
７

◆
共
和
公
民
館
文
化
祭

　

日
頃
の
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
発

表
会
を
行
い
ま
す
。

作
品
展
示　

11
月
26
日
㈯
・
27
日

　

㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
27

　
日
㈰
は
、
午
前
９
時
～
午
後
３

　

時
）

舞
台
発
表　

11
月
27
日
㈰　

午
前

　

９
時
～
午
後
３
時

◆
年
越
し
蕎そ

ば麦
打
ち
教
室

　

新
そ
ば
を
石
臼
で
ひ
い
た
本
格

的
な
そ
ば
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

午
後
１
時

講
師　

三
上　

元
一　

先
生

定
員　

16
人
（
先
着
順
）　

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン･

三
角
巾
・
手

　

拭
き

申
込　

11
月
15
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
）

北
泉
公
民
館
☎
�
２
４
８
４

◆
初
心
者
囲
碁
教
室

　

幅
広
い
趣
味
を
持
ち
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
囲

碁
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日

　

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　

桜
井　

幾
雄　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

11
月
16
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ



　　　　　　　　　　　　　　　　

23 平成23年11月１日号

た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
本
館

日
時　

11
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯　

　

午
後
２
時
～

会
場　

本
館
児
童
室

内
容　
「
な
に
を
か
こ
う
か
な
」
を

　

テ
ー
マ
と
し
た
絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　

11
月
12
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

11
時
30
分

会
場　

親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
ま
ほ
う
」
を
テ
ー
マ
と

　

し
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言こ

と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

11
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～

内
容　

ア
ニ
メ
日
本
の
昔
ば
な
し

　
「
う
ら
し
ま
太
郎
・
ね
ず
み
の

　

嫁
入
り
」

会
場　

本
館
視
聴
覚
室

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

          

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

11
月
10
日
㈭
・
12
月
１
日 

   

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

　

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

   

ら
べ
う
た
な
ど

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

戦
国
武
将
の
時
代
折
り
紙

                         

浜
田 

勇 

著

コ
ン
ニ
ャ
ク
屋
漂
流
記

                      
星
野 
博
美 

著

時
刻
表
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

                      

所
澤 

秀
樹 
著

妻
沼
聖
天
山
歓
喜
院
聖
天
堂-
彫  

   

刻
と
彩
色
の
美

          　

若
林 

純 

撮
影
・
構
成

ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
真
実     

　

と
嘘　

    　
　

中
澤 

宗
幸 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

天
才
コ
オ
ロ
ギ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

        

ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
デ
ン 

作

探
Ｑ
！
日
本
の
ひ
み
つ

　
　
　
　
　
　

 　

青
山 

邦
彦 

絵

伝
説
の
生
き
物
大
図
鑑

                　

近
藤 

雅
樹 

監
修

す
ご
い
夜
空
の
見
つ
け
か
た

             　

林 

完
次 

写
真
・
文

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
お
針
子

        

ケ
イ
ト
・
ペ
ニ
ン
ト
ン 

作

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

緑
の
毒 　
　
　
　

桐
野 

夏
生 

著

ぜ
ん
ぶ
の
後
に
残
る
も
の

 　
　
　
　
　
　

川
上 

未
映
子 

著

「
秋
の
図
書
館
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

図
書
館
本
館
 
周
年
記
念
展

「
知
っ
て
い
ま
す
か
、
ふ
る
さ

と
の
文
学 

―
詩
と
エ
ッ
セ
イ

と
本
庄
―
」

   

本
庄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
郷
土
に
生
ま

れ
、
育
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
作
品

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
16
日
㈬
～
27
日
㈰

会
場　

本
館
２
階
ホ
ー
ル

内
容　

本
庄
ゆ
か
り
の
詩
や
エ
ッ

　

セ
イ
（
岡
本
潤
・
大
木
実
・
松

　

崎
移
翠
・
高
橋
秀
一
郎
・
石
川

　

三
四
郎
・
吉
田
健
一
・
伊
藤
整 

　

な
ど
）
の
写
真
・
パ
ネ
ル
紹
介
。

協
力　

本
庄
市
読
書
会
連
絡
協
議

　

会

キ
ャ
ベ
ツ
炒
め
に
捧
ぐ

 　
　
　
　
　
　
　

井
上 

荒
野 

著

子
育
て
に
疲
れ
た
と
き
に
読
む
本

 　
　
　
　
　
　
　

菅
野 

裕
子 

著

い
の
ち
を
育
む

 　
　
　
　
　
　

日
野
原 

重
明 

著

蚕
に
み
る
明
治
維
新

                      

鈴
木 

芳
行 

著

文
芸
講
演
会

日
時　

11
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
～

場
所　

本
館
３
階
第
２
読
書
室

内
容　
「
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
連

　

句
の
は
な
し
」

講
師　

宇
咲　

冬
男　

氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

１
９
３
１

　

年
熊
谷
市
生
ま
れ
。
大
正
大
学

　

文
学
部
卒
業
。
産
経
新
聞
東
京

　

本
社
に
入
社
。
社
会
部
記
者
を

　

経
て
独
立
。
文
筆
活
動
に
入
る
。

　

２
０
０
５
年
国
際
芸
術
文
化
賞

　

受
賞
。
現
在
、
あ
し
た
連
句
会

　

主
宰
。
日
本
文
芸
家
協
会
会
員
、

　

連
句
協
会
顧
問
、
現
代
俳
句
会

　

理
事
、
日
本
詩
歌
文
学
館
評
議

　

員
、
国
際
俳
句
協
会
評
議
員
、

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
特
別
会
員
。

★
今
月
の
児
童
図
書

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ほ
ん　

 

堀
内 

誠
一 

絵

地
球
を
ほ
る　
　

 　

川
端 

誠 

作

じ
ゃ
が
い
も
畑　

 

カ
レ
ン
・
ヘ
ス  

文

ゴ
リ
ラ
の
ご
る
ち
ゃ
ん

 　
　
　
　
　
　
　

神
沢 

利
子 

作

ア
リ
バ
バ
と
40
人
の
盗
賊

        

リ
ュ
ク
・
ル
フ
ォ
ー
ル 

著

　　

主
書
に
暉
峻
康
隆
共
著
『
連
句

　

の
楽
し
み
』、『
宇
咲
冬
男
の

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軌
跡
―
俳
句
と

　

連
句
〈
連
歌
〉
１
９
９
０
～
２

　

０
０
５
』（
国
立
国
会
図
書
館

　

永
久
保
存
文
化
財
指
定
）、『
地

　

球
の
風　

港
の
バ
ラ
ー
ド
１
０

　

１
日
』（
文
芸
社
）
他
。

共
催　

本
庄
市
読
書
会
連
絡
協
議

   

会
協
力　

あ
し
た
連
句
会

朗
読
の
会

　

一
般
向
け
の
内
容
で
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈰　

午
前
10
時

　

30
分
～

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　

・
第
１
部　

H
onjo Radio　

テ
ー

　

マ
《
宮
沢
賢
治
》

・
第
２
部　

朗
読　

『
花
野
』
川

　

上
弘
美
、『
４
Ｂ
と
自
転
車
と

　

お
寺
』　

宇
咲　

冬
男

協
力　

図
書
館
朗
読
の
会
「
ラ
・

　

ヴ
・
リ
」
の
み
な
さ
ん

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前9時30分～午後6時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　１日㈫・30日㈬（館内整理日）
　　　　３日㈷・23日㈷（祝日休館日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/
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日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時〜11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分〜11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」

午前10時〜11時
11月 ２日㈬ みの虫製作
11月 ９日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの「ママサロン」 誕生会
11月 16日㈬ ママビクス（講師：入美由紀先生） 飛ばしてあそぼう 親子体操（講師：立石明子先生）
11月30日㈬ 誕生会とクリスマス製作 親子体操（講師：立石明子先生） おはなし広場「てんとうむし」
12月７日㈬ 誕生会とカレンダー製作 本庄子育てネットの「ママサロン」 クリスマス製作

日　程 内　容 会　場
11月４日㈮ ミニ運動会 前原児童センター
11月21日㈪ 布で遊ぼう 日の出児童センター
12月２日㈮ 救急法　こんな時どうする 前原児童センター

実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

11月20日㈰ 午前９時〜11時 市役所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００
（佐久間さんち）

午後１時〜３時 市民プラザ跡地
11月６日㈰・
12月４日㈰ 午前９時〜11時 総合支所

11月16日㈬ 随時受付 就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

「つどいの広場｣及び「子育
てサロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児玉
つどいの広場」は前原児童セ
ンター）へ

24

９月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
ご協力ありがとうございます。（合計43,395㎏）
○生きびん　    3,614㎏　○その他のびん  18,886㎏　○飲料用缶　8,535㎏
○その他の缶    1,482㎏　○ペットボトル  10,878㎏

　消火器の適正な保管と点検をお願いします。また、特殊な処理を要するため、市では消火器の回収を行ってい
ませんので、収集場所へは出さないでください。廃棄については、「リサイクル料金をご負担いただきリサイク
ルするシステム」あるいは、「消火器販売店や消火器処分業者に直接持ち込み、有料にて処分を行うシステム」
があります。業者の連絡先は、環境推進課（☎�１１７２）へお問い合わせください。

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０
子育て支援のお知らせ（11月〜12月上旬）

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親子
でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申
し込みは不要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時〜午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう｣）のご案内

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172

環境産業課 ☎�1331(内線224）

時間　午前10時〜11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみな
　　　   さん
※お気軽にお越しください。事前の申し込み
は不要です。

～消火器の取り扱いにご注意ください！～

～小山川クリーンセンターへのごみの自己搬入手続きについて～

集団資源回収予定表

※市民プラザは閉鎖したため、牛乳パック・乾電池の回収を行いませんのでご注意ください。

　本庄市・児玉郡に在住する人が排出した家庭系ごみは、１回の搬入量が100kg以下については無料です。100Kg
を超過した場合、10kgごとに40円の手数料がかかります。
　市役所や総合支所で、事前に手続きをする必要はありません。
　搬入できるごみの基準等については、小山川クリーンセンター（☎�８２００）へお問い合わせください。



相　談　名 日　　時 会　　場 相　談　名 日　　時 会　　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
11月26日㈯
午前９時30分〜
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分〜
３時30分

もの作りクラブ
11月25日㈮
午後１時30分〜
３時30分

ボッチャ練習会
11月23日㈷
午後１時30分〜
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

11月26日㈯
午後１時〜３時

市 民 相 談 ・ 県 民 相 談 　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 11月17日㈭　午後１時〜４時

市役所１階 市民相談室 
　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律
※ 予 約 制

11月９日㈬・24日㈭　午後１時〜４時
※11月の相談予約は、10月20日㈭に電話受付開始
※12月の相談予約は、11月21日㈪から電話受付開始
弁護士に
よる相談

12月14日㈬
午後１時〜４時　定員＝6人(先着順)

司法書士に
よる相談

12月21日㈭・28日㈭　午後１時〜４時　　
(28日は午後３時まで）　定員＝各6人(先着順)

労 働 法 律
※ 予 約 制

11月16日㈬　午後１時〜４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝弁護士　※10月20日㈭電話受付開始

不 動 産
※ 予 約 制

12月７日㈬　午後１時〜４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※11月21日㈪から電話受付開始 

年 金
※予約優先

11月10日㈭・12月８日㈭　午後１時〜４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

11月８日㈫　午後１時〜４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消 費 生 活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分〜正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
11月８日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
11月22日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家 庭 児 童
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時 市役所１階 児童相談室 子育て支援課☎�１１２９

（家庭児童相談室）毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時〜午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等）毎週月〜金曜日(祝日を除く)　午前９時30分〜午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分〜５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

11月７日㈪・21日㈪、12月５日㈪　午後１時〜４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

県  　 民
（行政・法律・心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）午前９時〜正午、
午後１時〜４時　相談員＝県民相談員

北部地域振興センター
 （熊谷地方庁舎１階）

北部地域振興センター
　　　☎048-522-6506法 　 律

※ 予 約 制
毎月第１・３・４水曜日（祝日の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時　相談員＝弁護士

交 通 事 故 毎週月〜金曜日（祝日を除く）午前９時〜正午、
午後１時〜４時　相談員＝県民相談員

北部地域振興センター
　　　☎048-521-7300

障害者生活支援センター『さわやか』☎� 5620・FAX � 5640

市
　
　
民
　
　
相
　
　
談
　（
11
月
〜
12
月
）

県  

民  

相  

談
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内　容 対象となる人 日　時 その他

すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 )

相談・計測希望の人
会場：児玉保健センター

11月17日㈭
午前９時30分〜11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人
12月16日㈮
午前９時30分〜11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ  これからママになる人

11月９日㈬
午前10時〜正午

先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人
11月19日㈯
午前９時30分〜正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

栄養 これからママになる人
11月25日㈮
午前９時30分〜正午

先着 12 人。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成23年７月生まれ（本庄地域） 11月30日㈬ 本庄市保健センター

平成23年６月〜７月生まれ（児玉地域） 11月17日㈭ 児玉保健センター

☆９～10か月児健康相談 平成23年１月生まれ（市内全域） 11月30日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成22年４月生まれ（本庄地域） 11月28日㈪ 本庄市保健センター

平成22年３月〜４月生まれ（児玉地域） 11月16日㈬ 児玉保健センター

☆２歳児健康相談 平成21年10月生まれ（市内全域） 11月29日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成20年10月生まれ（本庄地域） 11月29日㈫ 本庄市保健センター

平成20年９月〜10月生まれ（児玉地域） 11月15日㈫ 児玉保健センター

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター
※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時20分、★印…午後１時～１時50分
※対象者には通知します。
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大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
申
し
込
み
日
を
増
や
し
ま
し
た
】

　

こ
れ
ま
で
、
大
腸
が
ん
検
診
の
申
し
込

み
は
日
時
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
開
庁

時
間
内
に
、
い
つ
で
も
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
付
期
間　

平
成
24
年
２
月
３
日
㈮
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

費
用　

５
０
０
円

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

用
意　

受
診
券
（
持
っ
て
い
る
人
）

※
受
診
券
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
窓

口
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込　

直
接
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
し
込
み
の
際
に
、
検
査
セ
ッ
ト
（
採

便
容
器
・
問
診
票
）
等
を
窓
口
で
配
布
し

ま
す
。
検
体
を
提
出
す
る
日
程
は
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
該
当
年
齢
の
人
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

を
郵
送
し
ま
し
た

　

昨
年
度
中
に
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55

歳
・
60
歳
に
な
っ
た
人
に
は
、
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
し
た
。
対
象
年
齢
で

持
っ
て
い
な
い
人
は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

申
し
込
み
方
法
や
検
体
の
提
出
方
法
が
一

部
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
封
し
た

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★本庄市保健センター☎�２００３
※お問い合わせは、午前８時30分からです。みんなのけんこうガイド
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今
回
は
、
お
口
の
不
快
症
状
の

一
つ
口
臭
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

自
分
で
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、
他
人
に
指
摘
さ
れ
初
め
て

分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
に
ん

に
く
な
ど
の
食
材
を
使
用
し
た
料

理
を
食
べ
た
後
は
、
他
人
で
も
気

づ
く
ほ
ど
強
く
な
り
ま
す
が
、
時

間
が
た
て
ば
消
え
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
今
回
の
話
か
ら
除
外
し
ま

す
。
生
理
的
口
臭
と
病
的
口
臭（
お

口
由
来
と
全
身
由
来
）
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
す
。

原　

因

　

口
臭
は
ど
こ
か
ら
発
生
す
る
か
？

放
置
さ
れ
た
虫
歯
や
歯
周
疾
患
に

お
け
る
排は

い
の
う膿
も
あ
り
ま
す
が
、
主

な
原
因
は
ズ
バ
リ
舌
で
す
。
舌
の

上
の
舌ぜ

っ
た
い苔
で
す
。

　

白
く
見
え
る
部
分
が
そ
れ
で
、

タ
ン
パ
ク
質
が
口
の
中
の
細
菌
に

よ
り
分
解
さ
れ
て
臭
い
を
発
生
し

ま
す
。
硫
化
水
素
、
メ
チ
ル
メ
ル

カ
プ
タ
ン
な
ど
の
物
質
に
よ
る
魚

や
卵
の
腐
っ
た
よ
う
な
特
有
の
臭

い
で
す
。
ご
み
の
そ
れ
に
も
共
通

し
て
い
ま
す
。予　

防

　

虫
歯
や
歯
周
疾
患
の
予
防
に
は
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
有
効
と
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
舌
の
汚
れ
す
な
わ

ち
「
舌
苔
を
取
り
ま
し
ょ
う
」
と
、

歯
科
医
院
で
は
あ
ま
り
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

口
臭
と
は
微
妙
で
、
他
人
が
指

摘
す
る
に
は
勇
気
が
い
る
こ
と
で

す
。
私
が
口
臭
の
相
談
を
受
け
た

患
者
さ
ん
も
、
他
覚
的
に
は
臭
い

を
感
知
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
家

族
に
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
心
因
性
で
、
口
臭
を

訴
え
る
人
の
多
く
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

　

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
舌

苔
を
取
る
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
で
は

な
く
舌
ブ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
。
聞

き
慣
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
柄え

の
つ
い

た
格
子
状
の
も
の
か
ら
、
小
さ
な

紙
の
代
わ
り
に
繊
維
の
つ
い
た
金

魚
す
く
い
の
よ
う
な
も
の
ま
で
、

形
状
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
舌
の
表
面
を
そ
っ
と
こ
す

る
の
で
す
。
垢あ

か

の
よ
う
な
も
の
が

付
着
し
て
き
ま
す
。

　

購
入
さ
れ
な
く
て
も
、
ガ
ー
ゼ

で
そ
っ
と
拭
い
と
っ
て
も
目
的
は

達
成
し
ま
す
が
、
過
度
に
や
り
す

ぎ
て
舌
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
配

慮
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
味
覚
が
高
ま
り

ま
す
の
で
、
口
臭
だ
け
で
な
く
体

に
も
良
い
は
ず
で
す
。

最
後
に

　

口
臭
は
加
齢
に
よ
り
増
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
唾
液
の

分
泌
に
影
響
さ
れ
ま
す
。
口
が
乾

燥
し
た
と
き
、
口
臭
は
よ
り
強
く

な
り
ま
す
。
起
床
時
に
は
細
菌
が

多
く
、
食
事
を
取
る
と
臭
い
は
減

少
し
ま
す
。
唾
液
が
口
臭
を
減
ら

す
か
ら
で
す
。
噛か

む
こ
と
に
よ
り
、

唾
液
が
よ
り
多
く
分
泌
さ
れ
、
そ

れ
が
口
臭
予
防
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

日
頃
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
？

唾
液
を
多
く
分
泌
さ
せ
る
た
め
に

ガ
ム
を
噛
む
、
口こ

う
か
く角
（
く
ち
び
る

の
両
脇
）
を
上
げ
る
ス
マ
イ
ル
法

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
良

な
の
が
食
事
を
と
る
と
き
多
く
噛

む
こ
と
に
よ
り
唾
液
を
出
す
、
そ

れ
に
つ
き
ま
す
。
ネ
バ
ネ
バ
し
た

唾
液
よ
り
、
サ
ラ
サ
ラ
し
た
唾
液

が
、
細
菌
を
封
印
し
ま
す
。

　

口
臭
の
原
因
と
は
、
消
化
器
系

の
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
胃
食
道
逆
流
症
ぐ
ら

い
で
、
ほ
と
ん
ど
が
舌
苔
に
原
因

が
あ
り
ま
す
。
い
ま
す
ぐ
、
お
口

を
開
け
舌
を
出
し
、
白
い
部
分
が

あ
る
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

11月３日㈷ 逸見耳鼻咽喉科医院 駅 南 ２ 丁 目 ☎�４８５２

11月６日㈰ 松 本 産 婦 人 科 医 院 千代田１丁目 ☎�３３７７

11月13日㈰ 森田整形外科クリニック 小 島 ☎�１６１０

11月20日㈰ よ し は ら 整 形 外 科 児 玉 町 長 沖 ☎�１５７５

11月23日㈷ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎�２３１３

11月27日㈰ 飯 塚 内 科 産 婦 人 科 栄 １ 丁 目 ☎�６３１１

12月４日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎�２０４８

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時〜正午、午後１時〜４時、午後７時〜 10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご利用ください。県内であれば、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日〜土曜日 午後７時〜11時
・日曜日､祝日､年末年始 午前９時〜
　午後11時

★ 119 番は、緊急時（火災やけが人
など）の受付専用電話番号です。夜間
など、時間外に診療可能な病院につい
ては、児玉郡市広域消防本部指令課

（☎� 1119）でご案内していますの
で、ご利用ください。ただし、診療科
目によっては、県外や児玉郡市以外の
病院をご案内する場合もあります。

休 日 急 患 の 診 療

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
歯
科
医
師
会

口
臭
に
つ
い
て

口
臭
に
つ
い
て
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１．高校生プロデュース！！まちなかスタンプラリー
　本庄駅北口地域の店舗等12か所にスタンプを設置しました。スタンプ印を５つ集めれば、抽選に応募す
ることができます。
スタンプラリー用紙配布場所・抽選応募先
・「７.H.S.Market!」（金曜日のみ　午後１時～６時）
・拠点整備推進局［市役所２階、月～金曜日　午前８時30分～
　午後５時15分（土・日・祝・年末年始を除く）］
※スタンプの設置場所は、配布用紙に記載されています。
応募期間　平成24年１月27日㈮まで
抽選日　第１回12月17日㈯、第２回平成24年２月４日㈯
景品　東京ディズニーリゾートペアチケット（第１回）、ニンテ
　ンドー３ＤＳ（第２回）、拠点地域特産品（各回）

２．各種イベントを開催
⑴本庄まつり大作戦！
日時　11月３日㈷　午後１時～５時
場所　旧市民プラザ前
内容　若者の寄せ書き『今、自分が１番伝えたいこと』、各高校部活動紹介ほか
⑵高校ごとの自主イベントを開催（変更になる場合があります。）

日程 時間 担当校 内容
11月５日㈯

午後１時～５時

早稲田大学本庄高等学院
チャリティーバザー、実験教室、
オリジナルグッズの販売など。
詳しくは、「７.H.S.Market!」で
ご確認ください。

11月19日㈯ 児玉白楊高等学校、本庄高等学校
12月３日㈯ 児玉高等学校、本庄第一高等学校
12月17日㈯ 本庄東高等学校
平成24年　　　
２月４日㈯ 本庄北高等学校

★拠点整備推進局☎�１１３８

　市内７つの高校の代表者で結成した「セブンハイスクー
ルまちなか再生プロジェクトチーム」では、旧市民プラ
ザ前に「7.H.S.Market!」（セブンハイスクールマーケッ
ト）をオープンしました。
　「7.H.S.Market!」では、本庄駅北口地域の活性化を目
指して、高校生のアイデアをいかしたスタンプラリーや
各種イベントを実施します。

　
今
年
度
の
本
庄
市
人
権
教
育
研
究
集
会

は
、
戦
場
・
変
革
現
場
で
の
取
材
・
発
信

を
続
け
、
現
在
テ
レ
ビ
等
で
活
躍
し
て
い

る
、
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
渡
部
陽
一
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　
11
月
30
日
㈬

　
開
場　
午
後
６
時
30
分

　
講
演　
午
後
７
時
～
８
時
40
分

会
場　
市
民
文
化
会
館

※
で
き
る
限
り
、
お
車
で
の
乗
り
合
わ
せ

や
徒
歩
等
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

講
師　
渡
部　
陽
一　
氏

テ
ー
マ　
戦
場
の
現
場
か
ら
祈
り
を
捧さ

さ

ぐ

　
～
命
の
大
切
さ　
互
い
を
愛
し
、
敬
い

　
あ
う
こ
と
～

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

入
場
料　
無
料

★
人
権
推
進
課
☎
�
１
１
５
９

セブンハイスクールまちなか再生
プロジェクトチーム始動!!　　　

平
成
23
年
度

本
庄
市
人
権
教
育
研
究
集
会

■
発
行
/本
庄
市

■
編
集
/本
庄
市
役
所
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

〒
367-8501　

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3-5-3

☎
㈹
0495-25-1111

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

112011 N
o

.70

休日急患診療のご案内は27ページをご覧ください。




